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豊中応援寄附金
～ がんばるとよなかを応援してください ～
寄附金の活用については、11項目の寄附メニューからご指定いただけます。

豊中市キャラクター
「マチカネくん」

ご寄附の申込・お問い合わせ 詳しくはQRコードから　　もしくは『 ふるさと納税　豊中市 』で検索

豊中市　財務部財政課　〒 561-8501　大阪府豊中市中桜塚 3-1-1（第一庁舎 3階） 電話 06-6858-2799
豊中市

北
窓
か
ら
の
美
し
い
光

ず
ら
り
と
並
ん
だ
石
膏
像

威
厳
と
包
容
力
あ
ふ
れ
る
江
口
先
生

芸
術
の
道
に
進
も
う
と
決
意
し
た
懐
か
し
き
あ
の
頃
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今
年
も
学
校
行
事
支
援
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た

2
0
1
5
年
10
月
　
学
校
の
校
長
室
で
永
田
会
長
か

ら
下
川
校
長
へ
学
校
行
事
支
援
金
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
こ
の
お
金
は
会
員
皆
様
の
協
力
金
で
す
。
学
校

で
は
在
校
生
の
各
種
行
事
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（京阪神ビルディング・応接室で＝2月10日）

「開かれた豊陵会」「参加する豊陵会」を推進 永
田
会
長
が
３
期
目
の
就
任

3
副
会
長
ら
執
行
部
も
留
任

11
月
30
日
の
評
議
員
会
で
会
長
・
永
田
武
全
（
な
が
た
・
た
け
は
る
＝
高
１５
）
さ

ん
の
3
期
目
の
就
任
が
承
認
さ
れ
、3
副
会
長
は
じ
め
現
執
行
部
の
留
任
も
決
定
し
た
。

ま
た
新
た
に
豊
陵
会
顧
問
に
高
2
淺
井
由
彦
さ
ん
、
総
務
部
会
長
に
高
２２
徳
田
俊

さ
ん
、
会
報
部
会
長
に
高
３７
南
里
吉
彦
さ
ん
の
任
命
が
了
承
さ
れ
た
。

あ
わ
せ
て
高
2
中
西
寛
治
さ
ん
は
じ
め
9
人
の
新
評
議
員
の
就
任
が
了
承
さ
れ
た
。

永
田
会
長
は
こ
こ
数
年
間
の
課
題
で
あ
っ
た
「
会
員
名
簿
」
の
発
行
を
終
え
、
豊

陵
会
の
次
へ
の
取
組
み
を
2
月
２４
日
の
幹
事
会
・
評
議
員
会
で
述
べ
た
。

�

（
12
面
＝
新
年
度
の
役
員
幹
事
・
評
議
員
名
簿
）

― 

会
長
就
任
３
期
目
に
入
り

ま
し
た
が
。

■
早
い
も
の
で
会
長
に
就
任

し
て
丸
４
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
い
ざ
会
長
に
就
任
し
て

み
る
と
、
行
事
や
会
議
・
打

ち
合
せ
な
ど
が
非
常
に
多
く
、

予
想
以
上
に
忙
し
い
毎
日
で

し
た
が
、
執
行
部
・
事
務
局
・

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭
で
、
何
と
か

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
大
変

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
年
前
、
会
長
就
任
の
要

請
を
受
け
た
時
に
は
、
そ
れ

ま
で
同
窓
会
に
無
関
心
・
無

関
係
だ
っ
た
反
省
・
罪
滅
ぼ
し
の
思

い
も
あ
り
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す

が
、
こ
ん
な
に
長
く
や
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
く
次
の
会

長
が
決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
引
き
続
き
会

長
と
し
て
全
力
投
球
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

― 

改
め
て
３
期
目
の
方
針
・
抱
負
を

■
昨
年
、
永
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
「
豊
陵
会
会
員
名
簿
２
０
１
５
」

を
完
成
・
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。正
直
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
３
期
目
・
５
年
目
の

本
年
は
こ
こ
１
〜
２
年
名
簿
発
行
に

集
中
し
て
い
た
た
め
、
多
少
疎
か
に

な
っ
て
い
た
各
部
会
、
事
務
局
の
体

制
の
見
直
し
・
強
化
を
図
り
「
開
か

れ
た
豊
陵
会
」
を
進
め
る
の
が
第
１

の
課
題
で
す
。
現
状
各
部
会
・
事
務

局
共
人
手
不
足
に
悩
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く

方
を
探
し
て
お
り
ま
す
。
自
薦
他
薦

を
問
い
ま
せ
ん
の
で
協
力
し
て
や
ろ

う
と
い
う
方
、
是
非
手
を
挙
げ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
の
課
題
は
、
各
種
行
事
へ
の

参
加
者
の
増
加
、
協
力
金
振
込
の
さ

ら
な
る
増
額
を
図
り
、「
参
加
す
る

豊
陵
会
」
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
お
陰
様
で
こ
こ
２
年
間
、
協
力

金
の
振
り
込
み
額
は
年
間
１０
百
万
円

を
超
え
て
お
り
、
豊
陵
会
の
財
務
面

は
安
定
し
て
来
ま
し
た
が
、
こ
の
水

準
を
引
き
続
き
維
持
し
、
出
来
れ
ば

余
裕
の
あ
る
範
囲
内
で
母
校
へ
の
協

力
な
ど
も
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

第
３
は
昨
年
完
成
し
た
会
員
名
簿

が
ま
だ
大
分
残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
年
は
こ
の
完
売
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
一
家
に
一
冊
豊
陵

会
名
簿
」、
ま
だ
名
簿
を
購
入
さ
れ

て
い
な
い
方
は
是
非
購
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

― 

５
年
後
に
は
母
校
の
創
立
１
０
０

周
年
で
す
。

■
１
０
０
周
年
と
い
う
の
は
学
校
創

立
以
来
の
初
め
て
の
大
き
な
節
目
で

す
か
ら
、
同
窓
会
と
し
て
も
８０
周
年・

９０
周
年
等
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
来
た

以
上
の
大
き
な
協
力
を
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
ま
だ
多

少
時
間
の
余
裕
も
あ
り
ま
す
し
、
学

校
の
記
念
行
事
へ
の
取
り
組
み
方
針

も
未
定
で
し
ょ
う
か
ら
、
私
共
現
執

行
部
は
当
面
学
校
側
の
動
き
に
合
わ

せ
、
１
０
０
周
年
へ
の
方
向
付
け
、

地
な
ら
し
を
し
て
お
き
、
具
体
的
に

は
次
の
執
行
部
に
お
任
せ
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
１
０
０
周
年
を
機

会
に
母
校
並
び
に
豊
陵
会
が

一
致
団
結
し
、
さ
ら
な
る
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

― 

現
在
の
豊
高
及
び
在
校
生
に
つ
い

て■
会
長
に
な
っ
て
卒
業
後
無
縁
だ
っ

た
母
校
と
の
接
触
が
増
え
、
母
校
の

動
き
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
Ｇ
Ｌ
Ｈ
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
Ｓ
Ｇ
Ｈ
※

の
三
つ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
高
校

は
、
大
阪
府
下
で
豊
中
高
校
だ
け
で

す
。
ま
た
学
業
だ
け
で
な
く
、
学
校

行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
様
々
な
面

で
母
校
が
頑
張
っ
て
い
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
母
校
を
訪

　
　
永
田
会
長
に
聞
く

　
母
校
・
在
校
生
と
卒
業
生
・

豊
陵
会
と
の
紐
帯
の
強
化　

ね
る
と
、
後
輩
た
ち
が
全
く
面
識
の

な
い
私
共
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
明

る
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
姿
を
見
て
い
る
と
大
変
嬉
し
く
、

何
と
し
て
も
母
校
や
在
校
生
を
応
援

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
豊
陵
会
総
会
に
在
校
生

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
頂
い
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「
在
校
生
シ
リ
ー
ズ
」
も
、

在
校
生
に
同
窓
会
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
と
共
に
、
卒
業
生
が
母
校
に

対
し
興
味
と
関
心
を
持
ち
、
応
援
団

に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
か
ら

で
す
。

　

引
き
続
き
「
母
校
・
在
校
生
と
卒

業
生
・
豊
陵
会
と
の
紐
帯
の
強
化
」

を
重
点
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
、
同

窓
会
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

※�

Ｇ
Ｌ
Ｈ
（
大
阪
府
）
＝
グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ー

ダ
ー
ズ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
文

科
省
）
＝
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
文
科
省
）＝
ス
ー

パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
。
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平
成
28
年
の
活
動
計

画
と
予
算
案
を
審
議
す

る
幹
事
・
評
議
員
会
が
2

月
24
日
、
豊
中
駅
前
の
ホ

テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
82

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、

執
行
部
提
案
を
賛
成
多

数
で
承
認
可
決
し
た
。

永
田
会
長
は
、
会
員
名

簿
の
発
行
を
終
え
て
、
平

成
28
年
は
、
①
会
員
名
簿

の
販
売
に
力
を
入
れ
、
宝

の
持
ち
腐
れ
に
し
な
い

よ
う
に
し
た
い
、
②
会
員

の
付
託
に
十
分
応
え
る

た
め
に
執
行
体
制
を
強

化
し
た
い
、
③
「
参
加
す

る
豊
陵
会
」
を
一
層
進
め

る
た
め
に
行
事
へ
の
参

加
者
の
増
加
と
協
力
金

の
増
額
に
努
め
る
こ
と

を
重
点
に
活
動
し
た
い

と
述
べ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
本
年
は
、
①
豊
陵
会

総
会
の
5
月
開
催
（
詳
細

は
別
項
）、
②
東
京
支
部
、

中
部
支
部
総
会
の
開
催

（
詳
細
は
別
項
）、
③
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開

催
（
詳
細
は
別
項
）
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
活
動
計

画
と
こ
れ
を
支
え
る
総

額
２
３
０
０
万
余
円
の

予
算
（
詳
細
は
別
項
）
が

決
め
ら
れ
た
。

あ
わ
せ
て
、
平
成
27
年

度
活
動
・
決
算
報
告
は
事

務
局
報
告
の
と
お
り
承

認
さ
れ
（
決
算
報
告
は
５

面
）、
執
行
体
制
で
は
、

新
た
に
、
６
名
の
幹
事
・

評
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

（
執
行
部
と
幹
事
・
評
議

員
は
12
面
）

な
お
、
こ
れ
に
先
立

ち
、
平
成
27
年
11
月
30
日

に
開
か
れ
た
平
成
27
年

第
2
回
幹
事
・
評
議
員
会

で
、
同
年
12
月
末
に
任
期

が
到
来
す
る
全
役
員
の

留
任
と
67
期
生
2
人
を

含
む
9
人
の
新
評
議
員

が
選
出
さ
れ
（
任
期
2
年

間
）、
ま
た
、
顧
問
に
、

豊
陵
資
料
室
の
創
設
拡

充
に
尽
力
さ
れ
た
高
校

２
期
淺
井
由
彦
氏
が
選

ば
れ
た
。

本年の予算で、約50万円を使っ
て、事務局のＩＴ機器の更新を進
める。
事務局で使っているパソコンな

どＩＴ機器は、老朽化していること、
この分野の機器の性能の向上が著
しいことから、本年から機器の全面
更新を進める予定。
更新は、ＩＴ推進部会と事務局が、
事務局作業の合間を使って、順次
置き換えていくことになるために、
若干の時間がかかるが、更新後は、
ホームページの充実や会員連絡な
どで、会員へのサービスが一層向
上することが期待されている。

事務局のパソコン入れ替え

平成 28年活動計画・予算・執行体制がきまる
－第 1回幹事・評議員会が開かれる－

「
会
員
名
簿
」７
年
ぶ
り
に
発
行

内
容
充
実
、
完
売
へ
全
力

•
•
•
•
•
資
料
室
だ
よ
り
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
　
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

十三年間続いている一年生対象の「学校史」（パワーポイント使用）
に加えて、68期生から「豊陵資料室」を活用した一年生現代社会の
特別授業を開設した生徒がこの授業をどのように受け入れたかを感
想文から紹介する。この授業はクラス単位で資料室に来てもらい私の
解説を聞きながら展示品を通じて「学校史」昭和教育史・郷土史につ
いて、生徒自身が何を考えるかが狙いである。
軍国主義時代を示す写真や遺品、今は殆んど知る人の少なくなった

豊中空襲で犠牲者を出した爆弾などから戦争期の教育現場の推移、
十五年戦争を通史的に学
んできた多くの生徒たち
には当時の国民の、しか
も中学生までもが関わりを持ったことを身に染みて実感し、改めて昭
和史をもう一度深く学びたいと考えた生徒も多くいたようである。
その上で、戦後与えられた民主化への流れの中で、生徒の自主的活

動に興味を持ったようで、中でも学校史の検証を側面から援助した
「豊陵新聞」には、企画・取材・編集のすべてを生徒が行っているこ
と、加えて質の高い内容に驚きを隠せなかったようであり、同時に「豊
陵新聞」の必要性を感じた生徒もいたのだが、この中で生徒の手で
作ってみようという意欲が生まれるならば多くの卒業生の願うとこ
ろである。
昭和23年、進駐軍が写した豊高周辺の航空写真からは、ため池の

多い農村であった豊中の変貌を、人口増加に伴い、14学級・学年
672名の定員という出現から、豊中の社会的推移に関心を持った生徒
もいた。
この他、ヒマラヤ杉の持つ歴史的意義に気がついたり、戦時中チャイ
ムの代わりに鐘がならされたこと、「広報とよなか」に豊中市の逸品と
して紹介された白秋・耕筰の名コンビの校歌が3番まであったこと、平
成初期まで続いていた制服、無実の罪を被せられた戦争犯罪人として
刑死された木村久夫氏（中11回）の遺書等に、生徒の眼は多方向に向

けられてもいた。
豊中・豊高の学校の歴史をふ

りかえる時、かかる伝統を持つ豊
高の生徒としての誇りを感じ、自分たち自身も歴史を構成し、さらに後
輩に伝える義務があると考えた生徒もいたことは嬉しいことである。
最後にこの特別授業に協力して頂いた社会科教員の皆さんに厚く
御礼を申し上げる。� （豊陵資料室・高2　淺井由彦）

資料室から　▼高21・24・26期の卒業アルバムの余分を各1冊保管
しています。必要な方に進呈します。事務局までご連絡下さい。▼旧
校舎時代に講堂に掲げられていた東郷平八郎元帥寄贈の「質実剛健」
の額が何故か紛失しています。貴重な品ですので、どこかで見かけら
れましたらお知らせ下さい。

高
67
期
ま
で
掲
載

豊陵資料室を活用した特別授業を終えて

「
豊
陵
会
会
員
名
簿
2
0
1
5
」
が
7
年
ぶ
り
に
11
月
1
日
付
で

発
行
さ
れ
た
。
平
成
２７
年
卒
業
の
高
６７
期
生
ま
で
を
掲
載
。
2
年
が

か
り
の
大
事
業
だ
っ
た
。
発
行
部
数
は
2
0
0
0
部
。
1
部
送
料
と

も
5
千
円
。
事
務
局
に
連
絡
す
れ
ば
発
送
を
手
配
す
る
。

「
会
員
名
簿
」
は
2
0
0
8
年
版
の
発
行
後
、「
個
人
情
報
」
の
取

扱
い
、
景
気
動
向
に
と
も
な
う
広
告
収
入
の
見
通
し
難
か
ら
継
続
発

行
の
是
非
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
「
4
年
に

1
回
発
行
」
が
先
送
り
さ
れ
て
い
た
。

永
田
会
長
は
法
律
専
門
家
に
「
個
人
情
報
と
会
員
名
簿
の
発
行
の

問
題
点
」
に
つ
い
て
諮
問
す
る
と
と
も
に
、
他
高
校
の
動
静
を
も
調

査
を
指
示
。
他
校
で
も
発
行
態
勢
に
自
信
が
あ
る
高
校
は
継
続
発
行

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
確
認
の
う
え
2
0
1
4
年
2
月
の
評
議
員
会

で
2
0
1
5
年
秋
に
継
続
発
行
す
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
し
、
会
員

の
協
力
を
求
め
た
。

木
村
副
会
長
を
実
行
委
員
長
に
3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編
成
。
編
集

（
丸
山
）・
広
告
（
越
智
）・
販
売
（
中
島
）
の
副
会
長
・
部
長
の
も

と
に
評
議
員
が
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
協
力
す
る
態
勢
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。

ま
ず
会
員
か
ら
の
「
現
況
調
査
カ
ー
ド
」
回
答
と
本
部
デ
ー
タ
と

の
照
合
作
業
、
広
告
募
集
の
分
担
募
集
、
本
文
の
「
沿
革
史
」「
読

み
物
」
な
ど
の
編
集
・
校
正
と
併
行
し
て
「
事
務
局
だ
よ
り
」
を
全

会
員
に
発
送
し
て
「
会
員
名
簿
」
発
行
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

新
名
簿
は
索
引
・
広
告
を
合
わ
せ
る
と
9
0
0
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

貴
重
な
資
料
。
表
紙
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
。「
豊
高
生
活
の
い
ま
」
は

35
枚
の
駒
写
真
で
飾
り
、
そ
の
写
真
ご
と
に
「
在
校
生
か
ら
卒
業
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
折
込
み
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
名
簿
に
は
在

校
時
代
の
所
属
ク
ラ
ブ
名
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
先
輩
・
後
輩
を
つ

な
ぐ
一
助
に
も
な
っ
て
い
る
。

名
簿
発
行
そ
の
も
の
が
強
い
逆
風
の
な
か
に
あ
っ
て
、
広
告
収
入

や
販
売
収
入
を
確
保
し
て
会
の
財
源
に
も
充
て
て
き
た
「
豊
陵
会
方

式
」
の
継
続
が
ま
た
次
の
新
た
な
課
題
と
し
て
続
い
て
ゆ
く
。
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第15回豊陵会親睦
ゴルフコンペ

奮って
ご参加を！

2
0
1
5
年
、
第
42
期
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
同
窓
会

に
は
恩
師
先
生
、
生
徒
併
せ
て
約
2
0
0
名
近
い
参
加

者
で
大
変
盛
大
な
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
恩
師
先
生

全
員
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
当
時
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
お
話
も
心
に
染
み
入
る
こ
と
ば
か
り
で
、
あ
っ
と
い

う
間
の
3
時
間
で
し
た
。
同
窓
生
参
加
者
と
も
25
年
ぶ

り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
当
時
の
ま
ま
の
感
覚
が
蘇
り
、

会
場
中
が
と
て
も
温
か
い
雰
囲
気
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
窓
会
準
備
で
は
42
期
全

14
ク
ラ
ス
で
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
人
が
多
く
、
連
絡

先
探
し
は
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
昨
今
の
S
N
S
な

ど
も
駆
使
し
、
何
と
か
拡
散
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

個
人
情
報
な
ど
の
管
理
に
は
気
を
遣
う
こ
と
も
多
く
、

豊
陵
会
事
務
局
の
方
々
の
ご
苦
労
に
は
頭
が
下
が
る
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
回
こ
う
し
て
我
々
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
の
は
、
脈
々
と
同
窓
会
組
織

を
運
営
し
て
く
だ
さ
っ
て
来
た
諸
先
輩
方
の
ご
協
力
の

賜
物
で
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、

今
回
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
恩
師
先
生
、
同
期
の

方
々
、
豊
陵
会
の
皆
様
方
に
慎
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
43
期
も
盛
大
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

42
期
豊
陵
会
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
同
窓
会
実
行
委
員
　

島
本
雅
也

開催日時	 平成28年10月6日（木）
	 8時28分スタート
開催場所	 関西クラシックゴルフ倶楽部
	 ☎0794-72-1231
	 〒673-1123　
	 三木市吉川町湯谷567
スタート方式	 �大洞・湯谷・清水の3コース
	 1番ホールから同時スタート
	 ※�今回もシニアの部（高12期以

上）と一般の部（高13期以降）
の２部制で開催致します。

組 合 せ 	 �お申し込み時のご希望に出来る
	 だけ沿うように決定します。
	 同期会での参加も大歓迎です。
費　　用	 キャディ付＝約13,600円
	 �上記にはプレー費、昼食、会食
	 （ソフトドリンク付き）含む

会　　費	 3,000円（賞品代・諸費に充当）

10月1日(木)に、62人が参加して、関西クラッ
シックゴルフクラブで開かれた。今年からは年齢
ハンディを考えて、シニア(80歳以上)と一般の2
部制でコンペを楽しんだ。雨の中のコンペ、シニ
アの部は午前中のみの競技とした。

■ 昨年の第14回コンペ優勝者 
グランドシニア　高 6　東　良三さん
一般の部　高22　中島　守さん

先輩と後輩ががっちり心通わす
平
成
27
年
度
豊
陵
会
総
会
が
、
5
月

31
日
（
日
）
2
5
0
人
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
、
豊
中
駅
前
の
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ

リ
ー
で
開
か
れ
た
。
年
々
参
加
者
が
増

え
、
ア
イ
ボ
リ
ー
の
会
場
狭
し
と
集

ま
っ
た
人
た
ち
は
、
母
校
の
元
気
に
触

れ
、
旧
友
と
の
再
会
を
楽
し
み
、
後
輩

の
軽
音
楽
の
演
奏
に
酔
い
し
れ
た
３

時
間
を
過
ご
し
た
。
▼
永
田
会
長
は
、

協
力
金
が
千
万
円
の
大
台
を
超
え
た

こ
と
へ
の
感
謝
と
会
の
維
持
発
展
に

有
効
に
使
い
た
い
こ
と
、
母
校
や
在
校

生
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
力
を
尽

く
し
て
い
る
の
で
会
員
も
母
校
在
校

生
に
関
心
を

高
め
て
ほ
し

い
こ
と
、
そ

の
一
環
と
し

て
2
年
前
か

ら
総
会
に
現

役
を
招
い
て

お
り
本
日
も

軽
音
楽
部
の

メ
ン
バ
ー
が

来
て
く
れ
た

こ
と
、
こ
の
秋
に
名
簿
を
発
行
す
る
が

広
告
や
販
売
促
進
に
力
添
え
を
ほ
し

い
こ
と
、
な
ど
と
挨
拶
し
た
。
▼
来
賓

の
下
川
学
校
長
が
挨
拶
で
母
校
の
現

状
報
告
。
最
近
の
入
学
生
は
目
的
目
当

て
を
持
っ
て
豊
高
に
入
学
す
る
人
が

増
え
て
い
る
。
20
年
度
に
大
学
入
試
制

度
が
大
き
く
変
わ
る
が
豊
高
で
は
、
そ

れ
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
理
系
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
お
り
27
年
度

か
ら
第
2
期
に
入
る
。
文
系
の
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本

年
度
か
ら
5
年
に
わ
た
り
進
め
る
。

同
窓
会
の
一
層
の
協
力
を
願
い
た
い
、

と
述
べ
た
。
▼
松
本
東
京
支
部
長
が
、

同
窓
生
の
タ
テ
ヨ
コ
の
絆
を
一
層
深

め
た
い
と
考
え
、
本
年
度
の
支
部
総

会
は
学
生
会
員
八
千
円
を
千
円
会
費

に
敷
居
を
下
げ
て
参
加
し
や
す
く
し

た
、
大
阪
か
ら
参
加
を
呼
び
か
け
し

て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
▼
岡
野

中
京
支
部
長
は
中
京
支
部
の
活
動
報

告
、
中
京
圏
で
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

開
業
、
燃
料
電
池
車
の
開
発
、
日
本

製
ジ
ェ
ッ
ト
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
み
、
中
京
圏
で
暮
ら
す
卒
業
生

も
増
え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
支
部
に
声

を
か
け
て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
参
加
し

た
42
期
の
石
井
氏
の
発
声
で
全
員
が

杯
を
あ
げ
て
賑
や
か
な
談
笑
タ
イ
ム

に
入
る
。
▼
写
真
を
と
る
人
、
テ
ー
ブ

ル
を
飛
び
回
る
人
、
談
笑
、
笑
顔
、

交
流
・
・
・
の
の
ち
、
在
校
生
の
軽
音

楽
部
3
年
50
人
が
、「
明
日
が
あ
る
さ
」

な
ど
数
曲
を
テ
ン
ポ
よ
く
演
奏
す
る
。

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
と
ド
ラ
ム
、
ボ
ー
カ

ル
、
ダ
ン
ス
が
会
場
所
狭
し
と
繰
り

広
げ
ら
れ
、
会
場
で
も
会
員
が
手
を

振
り
、
手
を
挙
げ
在
校
生
と
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
む
。
若
者
の
熱
演
と
音

響
と
動
き
の
迫
力
で
会
場
が
ゆ
れ
る

よ
う
だ
。
ア
ン
コ
ー
ル
も
起
き
る
。
先

輩
と
後
輩
が
が
っ
ち
り
心
通
い
あ
い
、

そ
し
て
校
歌
斉
唱
は
在
校
生
バ
ン
ド

の
演
奏
で
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
。
越

智
副
会
長
の
、
一
年
後
に
も
っ
と
多
く

の
仲
間
も
集
め
て
再
会
し
ま
し
ょ
う

　

で
閉
会
と
な
る
。

本年は豊中高校音楽部を迎えます
今年の豊陵会総会は

5月29日（日）です
会場は昨年同様、阪急豊中駅前・

ホテルアイボリーで11時より開催い
たします。
今年のゲストは、好評の在校生シ

リーズ、母校豊中高校の音楽部のみ
なさんです。地域「ふれあいサロン」
にも活躍、弦楽四重奏の演奏の在校
生が奏でる音楽をお楽しみいただき
ます。
総会当日のイベントの中でも恒例

の「寄贈品の即売会」も開催をいた
します。年々盛り上る本イベントに会
員の皆様のご協力をお待ちしており
ます。また今年の「ホームカミング
25」の該当期は高校43期の皆さんで
す。総会の詳しい内容は24面（裏表紙）
の「豊陵会総会のご案内」をご覧下
さい。

2016年 総会予告

盛
大
な
再
会
、
四
半
世
紀
を
越
え

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
　
高
42
期

27年度豊陵会総会開かれる
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多額の協力金により収支改善
平成27年の収支につきましては、4月に発行しました第96号豊陵会報及び12月の事務局便りにて協力
金の振り込みをお願いしましたところ、多額の協力金を頂き収入の部は大幅な過達となりました。加え
て支出も経費の圧縮に努めた結果、年間収支は少額ながら余剰金を計上することが出来ました。
平成28年は事務局便りの発行を予定しておりませんので、協力金収入予算は保守的に見ておりますが
収支は更に改善する見込みです。
� 高22　副会長　中島　守

一般会計　収支計算書（自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）� (単位：千円未満切捨て)

収  入  の  部 決  算 予  算 支  出  の  部 決  算 予  算

前期繰越収支差額 9,122 9,000 豊陵会報発行費 3,695 3,700

総会開催費 1,220 1,250

豊陵会協力金 9,132 7,885 学校行事支援金 530 530

一般会費収入 3,222 3,200 卒業記念品贈呈費 258 280

寄付金 972 500 豊陵会報部会 85 150

会報広告収入 519 500 豊陵資料室 78 110

総会出席会費収入 1,233 1,000 IT 推進部会＊ 104 100

総会時販売等収入 198 200 東京支部補助金 150 150

利息収入 3 3 中部支部補助金 100 100

雑収入 1 15 事務局費＊ 3,393 3,200

諸会議費 888 1,500

事務機器使用料 350 650

事務用品備品購入代 348 700

事務局光熱費 105 120

電信電話料 117 140

通信費＊ 609 200

交通費 42 50

慶弔費 0 40

協力金等払込手数料 218 250

協力金引落手数料 10 11

振込手数料 0 25

雑費 2 25

事務局便り発行費 2,905 3,500
次期繰越収支差額 9,190 5,522

（うち、当期収支差額） ('68) ( △ 3,477）

計 24,406 22,303 計 24,406 22,303

（注＊）これら3科目は当初予算を超過しましたので他の支出予算より彼此流用しました。

一般会計　収支予算書（自  平成28年1月1日  至  平成28年12月31日）� （単位：千円)

収  入  の  部 予  算 前年度予算 支  出  の  部 予  算 前年度予算

前期繰越収支差額 9,000 9,000 豊陵会報発行費 3,700 3,700

総会開催費 1,300 1,250

名簿特別会計払戻 500 0 学校行事支援金 530 530

共通原価配賦費戻入※ 2,400 0 卒業記念品贈呈費 280 280

豊陵会報部会 150 150

豊陵資料室部会 110 110

豊陵会協力金 5,861 7,885 IT 推進部会 100 100

一般会費収入 3,200 3,200 東京支部補助金 150 150

寄付金 500 500 中部支部補助金 100 100

会報広告収入 500 500 事務局費 2,600 3,200

総会出席会費収入 1,000 1,000 諸会議費 1,200 1,500

総会時販売等収入 200 200 事務機器使用料 650 650

利息収入 3 3 事務用品備品購入代 700 700

雑収入 5 15 事務局光熱費 120 120

電信電話料 140 140

通信費 300 200

交通費 50 50

慶弔費 40 40

協力金等払込手数料 200 250

協力金引落手数料 11 11

振込手数料 10 25

雑費 10 25

事務局便り発行費 0 3,500

予備費 10,718 5,522

計 23,169 22,303 計 23,169 22,303

※�名簿作成共通費として平年度予算超過分「事務局費」600,000 円・「通信費」400,000 円・
及び ｢事務局便り発行費｣ の 1,400,000 円合計 2,400,000 円の戻入れを予定

（注）科目間の彼此流用は正副会長会議で決めることができる

豊陵会　2015年の決算・2016年の予算
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今年は
11月12日（土）15時開催

　今年の総会・懇親会は11月12日（土）午後３時か
ら名商グリルで開催します。今年も新しい趣向を
加えた、手作りの楽しい総会にしたいと思います。
ぜひご参加ください。

東京支部総会・懇親会
今年は６月25日（土）午後３時30分
東海大学校友会館「望星の間」で開催

2016（平成28）年６月25日（土）午後３時30分から、今年は霞
が関ビル35階、首相官邸、国会議事堂、皇居と眺望抜群の東海
大学校友会館「望星の間」で開催します。東京支部恒例の「恩師招
待」は、昭和52年から平成６年にわたり在職されました理科（生
物、地学）担当の西堀孝先生を広島からお招きします。今年は、
会場、開始時間を変更、多くの皆様に年に一度の総会懇親会を
お楽しみいただけるよう鋭意企画を進めております。最新情報
は、FACEBOOK「豊陵会東京支部」で逐一お知らせいたします。
ご期待下さい。首都圏在住の同窓の皆様方の縦・横の絆と交流
を深めていただける絶好の機会です。お誘い合わせの上多数ご
出席下さいますようご案内申し上げます。

個別のご案内は、５月上旬に各期の常任委員から発送・発信しま
すが、新たに首都圏に転入されたりして届かない方は東京支部事務
局（houryou.tokyo@gmail.com）までメールでお知らせ下さい。
案内状と払込取扱票をお送り致します。

会　費 事前振り込み 当日払い
一　般 8,000円 8,500円 

夫婦（２名分） 15,000円 16,000円 
学　生 1,000円

新卒生（68期） 無料ご招待

中倉先生を囲む会

たてよこの絆を大切に

昨年11月７日、名古屋商工会議所の名商グリルにおいて、永田会長・
下川校長のご出席をいただき、第８回豊陵会中部支部総会・懇親会を
開催しました。
それぞれ今回で４回目のご出席となる永田会長と下川校長には、４
年間の集大成とも言うべき、新豊陵会名簿の発行とGLH、SSH、SGH
指定による新しい豊高の取組みについてご説明いただきました。
恒例の講演会は、初の外国人講師として三菱電機㈱のマルミローリ・
マルタ様に電力自由化を前にして電力システムの改革概要というテー
マでお話いただき、今年４月からの電力自由化に向けた電力システム
の改革についてお話しいただきました。
今回の総会・懇親会には、現役の学生の方も２名出席され、ビンゴ
ゲームなど新しい企画も実施するなど楽しい時間を過ごしました。
� （中部支部書記　高27　矢田一之）

第８回中部支部総会開催
～懇親の輪広がる  

２０１５年度東京支部総会・懇親会は、６月２７日（土）正午から新宿のシ
ティホテル、「ハイアットリージェンシー東京」で３年続いての開催となり
ました。永田武全会長、下川清一校長先生、恩師ご招待の中倉邦雄先生
（高校１１期卒）の3人のご来賓をお迎えし、１０８名の皆様にお集まりいた
だくことができました。今年も着席ビュフェスタイルで、ゆっくりと和や
かな食事と歓談が進みました。恒例でありますマッチング＆アピール・
コーナーでは、ビジネスや趣味の新しい出会いを提案していただける場
として、また鍋島由紀子（33期）さんによるミニライブの中で「花は咲く」
をみんなで心を一つにして歌うなど、同窓生のつながり、絆を深めるこ
とができました。有志会員提供のプレゼント争奪じゃんけん大会でも大
いに盛り上がる中、校歌を全員で斉唱し、総会・懇親会は幕を閉じました。
このあと二次会に繰り出す期もあり、また別室で用意された「中倉先生
を囲む会」には、同期、担任期、水泳、新聞部の皆様など３６名が相集い、
和気あいあいと昔にかえって、懐かしく、楽しい語りあいが続き、別れ
を惜しみながら、午後５時過ぎにお開きとなりました。
� （東京支部支部長　高13　松本　洋）

首都圏での会員のたてよこの
交流を深める場に

２０１５年度東京支部総会・懇親会

中部支部

東京支部
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―エンジニアから小説家・脚本家になられたきっかけは？
　もともと本やマンガを読むのが好きで、小説は平井和正さんとか
大藪春彦、赤川次郎さん、マンガは「リングにかけろ」から始まる
ジャンプ黄金期のものをたくさん読んでいたので、逆に書く事も出
来るかもしれないと思っていました。なれてよかったです。
―小説を書く題材やアイデアは、どのように生まれるのですか？
　「超高速！参勤交代」の時は、3.11の夏、福島で取材したときに、
エアコンの故障した車で移動したんですが、これが暑くて大変で
した。まわりは魚の腐敗臭でいっぱいでしたし、そのとき昔の参勤
交代の駕籠も大変だったろう、閉所恐怖症になったかもと思い、
題材としました。あと新聞を見たり、他人の作品を見てインスパイ
アされたりですね。
―インスパイア（感化）された作品はどんなものがありますか？
　黒澤監督のシリーズが多いですね。武士の人間らしいところと
か、インスパイアされます。
―〈武士の人間らしいところ〉は現代人にも繋がっていますか？
　武士道は今も日本人の心に生きていると思います。ドーピングす
る人とかほとんどいませんしね。そういう誇り高さはこれからも抱
いていってほしいです。
―�映画「超高速！参勤交代リターンズ」が今年の秋に公開予定ですが、
原作と映画の違いは原作者が見てありますか？
　映画はやや大衆向けにかじを切っているというところがあると思
います。でも映画は監督のイマジネーションで統一されるので原作
とはまた違ったものになるし、それで正解だと思います。
―脚本家としての腕の見せどころは？
　キャラの感情の動きでしょうね。小説はその他に描写などの味わ
いがあります。
―�昨年末に発売された小説「天国の一歩前」。介護を題材にされた理由は？
　妻の祖母の介護を手伝う機会があり、この素材に注目しました。
誰にでも起こることなので、これからも取り上げていきたいです。
―〈介護〉が注目されるようになった理由は何だと思いますか？
　人が死ににくくなったからと思います。海外では無理な治療もし
ませんし。尊厳死もこれから増えていくと思います。あと大家族が
減ったからというのもあると思います。
―�医療が発展し、核家族化が進んだ結果介護が必要となった現在、大切にし
ないといけない・大事にしないといけないものは何だと考えられますか？
　情報の共有だと思います。知らない人は福祉の手からどんどん
こぼれていくので。まわりの人に優しくするような隣人愛みたいな
ものも必要だと思います。
写真＝本年1月、豊中市立岡町図書館講演会のあとで（取材＝古澤頼秋）

学生時代、就職当時は「理系女子」なんて華やかな言葉のない
時代。豊高で私の所属した理系コースは男子44名、女子3名でした。
幼少時から「自然現象や物の反応」に興味を持ち、理系科目が好
きだったこと、伝記で読んだキュリー夫人への憧れから理系を選
択。「暗記もん」＝英語・社会科系科目が苦手で嫌いだったことも
理系選択の理由の一つでした。
英語は一番嫌いな科目の一つであったはずなのに、前職（武田
薬品工業株式会社）で海外の方とご一緒する機会があり、海外・
英会話に興味を持ち、米国でインターンシップを経験。帰国して
現在の会社に入社後、長らく国内部門で働いていたものの、米国
での経験から海外部門で働きたいとの想いが募り、アジア部門へ
の異動を願い出ました。
前職と現職での国内部門時代、そして現在のアジア部門を通し

て、ずっと学術業務に携わっています。薬は使い方ひとつで益に
もなれば、毒にもなります。医療関係者、患者さんに適正な薬剤
使用に関する情報を伝えることで薬の効果を高めることが出来ると
ともに、副作用のリスクを低減させることが出来ます。病院勤務の
薬剤師、薬局勤務の薬剤師、企業勤務の薬剤師と職場は違えども、
正確な薬剤情報、適正な薬剤使用に関する情報を提供することは、
いずれの職場の薬剤師にも共通した責務です。
現在は、現地法人の人たちを通してアジアの医療関係者や患者

さんに学術情報を提供し、アジアにおける眼科医療へ貢献出来る
ことに、嬉しさとやりがいを感じています。
近年はアジアにとどまらず、欧米各国の現地法人の人たちと連
携する機会も増え、未だ拙いイングリッシュと必死のボディラン
ゲージで会話を楽しんでいます。訪問地の人々の価値観や歴史に
基づいた社会背景を感じると、文系・理系と言わず、もっと早くか
らいろいろなことに好奇心を示し、幅広く勉強しておけば、相手へ
の理解が深まったのにと後悔しています。
アジア各国は成長のまっただ中。いつも人々の熱気に、たくまし
いエネルギーと大いなる可能性を感じます。同様に、毎年、豊高
の進路指導講演会の講師をさせて頂く講演会後、生徒さんが紙面
いっぱいに書いてくれるアンケートを通しての様々な思いに、明る
さと無限の可能性を感じて、伝える側として熱がこもります。
文系・理系は大学・社会への入り口、自分作りの出発点の一つ

に過ぎないと感じています。薬は、一回の成功のために１万回もの
失敗を重ねることでこの世に生まれてきます。努力をして、思いを
持って選択した人生にも踊り場、逆境はあります。以前、定年退
職前の上司から、「精一杯自らの道を切り拓いていくとともに、時
にはあえて流される勇気・しなやかさも必要である」との言葉を贈
られました。たとえ、望まない状況に置かれても、自分を活かし、
楽しませようと強くしなやかに生きるべきだと。在校生のみなさん
には、これから専門を深めるとともに、幅広い豊かな教養を身につ
け、しなやかな思考でたくましく未来を拓いてほしいと思います。

写真＝昨年９月豊高進路指導講演会で（取材＝南里吉彦）

日本アカデミー賞 最優秀脚本賞受賞者専門知識をコアに、好奇心とともに
グローバルな社会に飛び込む

高40期　土橋章宏さん
（日本の小説家、脚本家、放送作家。
「超高速！参勤交代」で日本アカデミー賞
最優秀脚本賞受賞）

高35期　山本朝子さん
（参天製薬株式会社　アジア事業部　
� 学術担当マネージャー）
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豊中高校創立
100周年の夢

−あと5年−
（思い出を積み重ねて）

仲間との大切な思い出
記録も写真もないけれど

校
歌
復
活
を
願
っ
て
の
自
冶
会
活
動�

高
6
　
梶
浦
光
代

私
が
入
学
し
た
年
の
学
園
祭
は
と
て

も
盛
大
で
、
作
品
の
飾
り
つ
け
、
ク
ラ

ブ
紹
介
の
展
示
と
、
電
灯
の
つ
く
時
間

ま
で
の
作
業
は
熱
気
そ
の
も
の
で
し
た
。

三
年
間
昼
休
み
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

横
ク
ロ
ー
バ
の
上
で
語
ら
い
、
笑
い
、

一
生
続
く
友
情
を
育
む
な
ど
、
大
切
な

時
と
場
で
し
た
。
入
学
し
て
驚
い
た
の

は
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
、
先
輩
、
後
輩
の

つ
な
が
り
の
強
い
こ
と
で
し
た
。
先
輩

に
よ
る
技
術
指
導
は
も
と
よ
り
、
校
外

で
の
飯
盒
炊
さ
ん
や
ゲ
ー
ム
な
ど
実
に

よ
く
遊
び
ま
し
た
。
家
族
の
多
い
我
が

家
の
大
き
な
鍋
が
役
に
た
っ
た
の
も
思

い
出
で
す
。

私
に
と
っ
て
の
工
芸
部

�

高
7
　
井
尻
幸
子

私
が
工
芸
部
に
入
部
し
た
の
は
，
二

年
上
に
在
校
し
て
い
た
姉
が
勧
め
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
女
生
徒
の
入
部

第
一
号
で
す
。
そ
れ
か
ら
上
級
生
が
入

部
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

男
子
生
徒
が
親
切
に
手
助
け
し
て
く

れ
る
の
で
私
は
カ
ン
ナ
か
け
と
か
技
術

的
な
こ
と
を
、
身
に
つ
け
そ
び
れ
た
こ

と
を
後
悔
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
高
校
美
術
・
工
芸
展
豊
高
美

術
工
芸
展
で
の
準
備
で
校
内
に
夜
遅
く

ま
で
残
り
、
制
作
に
励
ん
だ
こ
と
夜
食

に
パ
ン
の
支
給
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
今

で
は
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

工
芸
部
室
か
ら
の
憧
れ
の
人
が
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
練
習
に
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
観
る
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

私
の
進
路
の
た
め
吉
原
先
生
が
自
宅

に
足
を
運
ん
で
下
さ
り
「
こ
の
子
を
美

術
学
校
に
」と
両
親
を
説
得
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
は
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

美
大
在
学
中
の
工
芸
部
の
先
輩
に
入
試

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
学
校
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
あ
る
の
は
豊
高
の
先
生
方
、
先

「
高
校
三
年
生
」

�

高
17
　
松
下
侃や

す
は
る立

五
十
年
前
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
、
舟

木
一
夫
の
「
高
校
三
年
生
」
は
、
明
る

く
若
々
し
さ
一
杯
の
曲
で
す
。
で
も
私

は
、
高
校
三
年
生
と
し
て
復
学
し
た
春

に
は
、
歌
と
は
ほ
ど
遠
い
暗
い
高
校
生

活
と
，
そ
の
後
に
続
く
灰
色
の
日
々
し

か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
高
三
の
春
の
検
診
で
肺
結
核
と

校
歌
の
な
い
の
は
物
足
り
な
く
て
、

校
歌
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
そ
れ
を
自

冶
会
活
動
の
一
番
の
目
標
に
掲
げ
、
益

田
会
長
と
何
度
も
学
校
と
交
渉
し
ま
し

た
が
、卒
業
ま
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
同
窓
会
等
で
校
歌
を
歌
う
時
、
今

は
亡
き
益
田
会
長
に
「
歌
う
よ
！
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

お
世
話
に
な
っ
た
事
を
次
々
と
思
い
出

し
、
素
的
な
青
春
時
代
を
過
ご
せ
た
事

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

輩
方
の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
後
も
工
芸
部
の
同
窓
会
と
し
て

飯
盒
炊
さ
ん
に
出
掛
け
た
り
先
生
の
御

自
宅
修
理
に
か
り
だ
さ
れ
た
り
、
先
生

が
カ
ナ
ダ
に
移
住
さ
れ
て
か
ら
は
帰
国

の
折
り
に
集
ま
り
ま
し
た
。
一
度
は
私

の
家
に
お
い
で
に
な
っ
た
時
は
娘
の
家

に
来
た
み
た
い
だ
と
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
近
は
工
芸
部
同
級
生
の
今
西
家
の

日
本
で
唯
一
現
存
す
る
国
指
定
史
跡
で

あ
る
荘
官
の
屋
敷
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
卒
業
六
十
年
し
て
か
ら

も
有
意
義
な
集
い
に
参
加
で
き
る
こ
と

を
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
豊
中
・
南
郷
春
日
神
社
を
バ
ッ
ク

に
記
念
写
真
で
す
）

診
断
さ
れ
、
北
河
内
の
或
る
療
養
所
に

入
所
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
年
近
く
を

過
ご
し
、
二
年
留
年
し
た
形
で
再
び
高

校
三
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

ま
わ
り
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
社

交
性
の
な
い
私
は
誰
と
も
親
し
く
話
す

こ
と
も
な
く
、
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
し

か
し
秋
に
な
り
、
席
が
移
動
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
少
し
ず
つ
話
し
相
手
も
出

来
、
灰
色
の
毎
日
に
日
が
差
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

卒
業
す
る
昼
（
正
確
に
は
二
月
の
初

め
）、
私
は
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
日
の
こ
と
で
す
。
親
し

く
し
て
い
た
友
人
達
が
、
成
人
し
た
お

祝
い
に
と
立
派
な
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
箱
の
中

に
は
、
は
な
む
け
の
言
葉
を
寄
せ
書
き

に
し
た
ハ
ン
カ
チ
も
入
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
友
人
達
の
や
さ
し
い
心
づ
か

い
に
感
激
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
「
遅

れ
て
い
る
」
こ
と
で
抱
い
て
い
た
劣
等

感
が
、
潮
が
引
く
よ
う
に
消
え
去
っ
て

い
く
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
し
た
。

私
は
十
七
期
生
と
し
て
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
後
、
同
期
生

の
名
簿
作
り
に
取
組
ん
だ
人
の
尽
力
で

十
七
期
同
窓
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
十
七
期
生
の
絆
が
出
来
、

五
十
歳
、
六
十
歳
の
節
目
の
年
に
は
立

派
な
文
集
も
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

近
年
は
、
私
の
「
似
顔
絵
作
品
展
」
や

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

同
窓
生
達
が
見
に
、
そ
し
て
聴
き
に
来

て
く
れ
、
私
は
た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

半
世
紀
の
時
を
経
た
今
に
な
っ
て

も
、「
高
校
三
年
生
」
を
歌
う
機
会
が
時

折
訪
れ
ま
す
。
私
は
い
つ
も
、
気
合
い

を
込
め
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
の
で
す
。

昨年9月5日・12日の2回にわたりＮＨＫテレビで放送90周年記念ドラマ・経世済民
の男③「庶民の夢を形にした起業家・小林一三」が放送された。
ドラマは「私の父は…」という語りで展開してゆく。子どもが語り手ということなら
ば、豊陵会発足時と第10代豊陵会会長（1967～ 68年）を務めた中2小林米三さんも声
の主の一人になる。
小林さんは当時、岡町の「魚浅」（高3・小林道孝さん経営）で開かれていた豊陵会幹

事会（現在の評議員会にあたる）で、お茶をすすりながら「親父には早よう野球やめて
勉強せい、と言われましてね」「それにしても甲子園に出られなかったのは残念」と話さ
れたことがある。
資料室で当時の「校友会誌」を調べてもらったら大正15年12月23日付号に野球部の戦

績が載っており、5年生・小林主将が外野手・打順6～ 7番で各試合に出場している。
昭和２年の卒業アルバムには3人の野球部卒業生として写っている。住所録を見ると
池田町から宝塚線に乗って通学していた。
言い伝えでは「親父に野球をやめろ」と言われ、野球部をやめて甲子園出場の時には
選手ではなかった…と聞いていたが、部活は卒業までまっとう。卒業後の年、昭和3
年に後輩たちが甲子園に出場したことが分る。（大正→昭和の年号の移り変りに注意）。
12年後に第15代（1978～ 81年）会長・中16鳥井道夫さんが入学。花屋敷駅（当時）か

ら通学し、写真部部長として活躍。これも「校友会誌」と卒業アルバムで思わぬ一面を
発見できた。
その阪急電車の車体の「マルーン」（栗色）の塗料は、高8森禎良さんが会長を務める
富士色素（兵庫県川西市）がお父さんの代から阪急に納めている。
一つのドラマの中に、阪急宝塚線をめぐって豊陵会会員のドラマが隠されていた。

※高8森禎良さんは、平成28年3月23日に死去されました。

小林一三のドラマと
　　　　　阪急宝塚線かご

ニュースの
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー
ト

豊
高
あ
ん
な
こ
と
、

豊
陵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
好
評
の「
豊
高
ど
う
だ
っ
た
で

し
ょ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
」。
豊
陵
会
報
版
に
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

① 

修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
か
　

② 

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
し
ま
し
た
か

③ 

名
物
先
生
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
　

④ 

体
育
祭
の
思
い
出
を
書
い
て
く
だ
さ
い

⑤ �「
豊
陵
会
」と
い
え
ば
ど
ん
な
こ
と
を
連
想
さ
れ
ま
す
か

⑥ �

あ
な
た
の「
同
期
会
」に
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か

①
～
④
の
質
問
に
対
し
２
つ
、
⑤
～
⑥
で
１
つ
選
ん
で
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
35
　
島
川
　
涼
子

高
43
　
林
　
直
子

高
20
　
島
垣（
川
口
）ナ
オ
ミ

②	「
伊
丹
空
港
」　

私
は
バ
ス
通
学
で
し
た
が
、
定
期
券
の
範

囲
に
空
港
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
な
い
日
な

ど
、
ふ
ら
っ
と
寄
っ
て
は
送
迎
デ
ッ
キ
で
い
ろ
ん
な
国
の

飛
行
機
を
よ
く
な
が
め
て
い
ま
し
た
。

④	「
色
分
け
の
組
対
抗
応
援
合
戦
」　

1
、
2
、
3
年
生
縦
割

り
で
の
組
み
分
け
に
よ
り
、学
年
を
越
え
た
絆
が
う
ま
れ
、

妙
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が
今
で
も
強
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
衣
装
も
手
作
り
し
て
、
ク
ラ
ブ
が
終
わ
っ
て
か
ら
も

暗
く
な
る
ま
で
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
た
り
し
て
… 

青
春

し
て
た
な
あ
〜
と
思
い
ま
す
。

⑤	「
年
に
一
度
の
豊
陵
会
総
会
」　

遠
方
に
住
ん
で
い
る
た
め

な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
年
盛
会
で
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
会

報
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

⑥	

懐
か
し
い
友
の
お
顔
…
。
皆
、
少
し
ず
つ
年
を
重
ね
つ
つ

も
当
時
と
変
わ
ら
な
い
表
情
や
仕
種
が
か
い
ま
見
え
、
当

時
の
面
影
を
探
り
つ
つ
、
い
い
知
れ
ぬ
安
心
感
と
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
ま
す
。

②	

下
校
途
中
の
私
の
寄
り
道
。
今
は
な
き「
ニ
チ
イ
」（
駅
前

に
あ
っ
た
昔
な
が
ら
の
市
場「
ス
ー
パ
ー
」）に
行
く
の
が

楽
し
み
で
し
た
。
お
シ
ャ
レ
に
敏
感
な
お
年
頃
。
髪
の
毛

に
つ
け
る
可
愛
い
リ
ボ
ン
を
買
っ
た
り
、
お
シ
ャ
レ
な
靴

下
を
探
し
た
り
w
i
n
d
o
w 

s
h
o
p
p
i
n
g 

す

る
の
も
至
福
の
時
で
し
た
♡
。
で
も
そ
ん
な
に
お
金
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
欲
し
い
も
の
は
沢
山
あ
れ
ど
買
え

る
の
は
毎
月
少
し
ず
つ
。
あ
の
時
代
、
1
0
0
円

s
h
o
p 

が
あ
れ
ば
も
っ
と
好
き
な
だ
け
買
え
た
の
に

な
あ
と
懐
か
し
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

④	

体
育
祭
は
応
援
団
に
入
り
、
毎
日
遅
く
ま
で
練
習
す
る

中
で
皆
の
心
が
ど
ん
ど
ん
一
つ
に
な
っ
て
い
く
の
が
喜
び

で
し
た
。そ
の
時
だ
け
は
親
も
門
限
を
ゆ
る
め
て
く
れ
て
、

心
お
き
な
く
夜
の
徘
徊（
！？
）を
楽
し
め
ま
し
た（
笑
）。
衣

装
も
手
作
り
で
、
私
達
の
チ
ー
ム
は
当
時
流
行
っ
て
い
た

「
ウ
イ
ン
ク
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
黄
色
と
黒
の

可
愛
い
ヒ
ラ
ヒ
ラ
ド
レ
ス
を
徹
夜
し
て
作
り
上
げ
当
日
は

自
称
ウ
イ
ン
ク
に
な
り
き
り
完
全
燃
焼
し
ま
し
た
！！　

大
切
な
大
切
な
私
の
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
で
す
♡
。

①	

ど
こ
を
ど
う
巡
っ
た
の
か
等
、
定
か
で
は
な
い
が
、
阿
蘇

の
麓
を
走
る
バ
ス
か
ら
の
広
大
な
眺
め
を
茶
色
い
牛
が
日

本
に
も
い
る
の
か
と
感
動
し
た
も
の
だ
。そ
し
て
何
よ
り
、

登
校
し
た
翌
朝
の
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
校
舎
と
校
庭

の
間
の
石
の
ベ
ン
チ
に
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
カ
ッ
プ
ル
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
た
の
だ
。
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
な
あ
！

④	

校
内
大
会
の
各
競
技
で
常
に
強
豪
チ
ー
ム
だ
っ
た
我
ら
が

F
組
。体
育
祭
名
物
の
仮
装
行
列
で
は
、そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
戦
車
を
作
り
、
顔
を
塗
り
た
く
っ
て
ヴ
ェ
ト
コ
ン
兵

士
に
扮
し
た
り
で
、
や
は
り
当
時
の
世
相
を
色
濃
く
映
し

て
い
た
。

⑥	

卒
業
後
目
立
た
な
か
っ
た
20
期
生
だ
が
、
40
周
年
あ
た
り

か
ら
東
西
で
俄
然
活
動
が
活
発
化
し
、
年
末
の
同
期
会

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
恒
例
の
合
宿
や
月
々
の
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
、
男
女
、
東
西
を
問
わ
ず
、
一
年
中
親
し
く
交
流

し
て
い
る
。
心
優
し
く
多
才
で
温
か
い
豊
高
仲
間
に
感
謝

＆
カ
ン
パ
ー
イ
！！

■高８　新宮 晋さん　「新宮晋　風のミュージアム」が一昨年、
兵庫県立有馬富士公園［休養ゾーン］にオープンしました。風や水で動く大型
の作品12点が素晴しい自然環境の中で鑑賞できます。また、池の上に特設
舞台を設置し、春秋２回の野外パフォーマンスを実施。「風の能」「風のジャズ」
に続いて今年は５月14日（土）にオリジナルミュージカル「いちごエクスプレス」を
開催します。昨年は、初めてのポップアップ絵本「ちいさなふしぎな森」が日・仏・
伊同時出版されました。今年５月にはアテネに新築されたオペラハウスに作品
が設置されます。

■高8　野村康雄さん　2015年秋の叙勲で瑞宝中綬章を受けた。関西大学
名誉教授。大学院修士課程終了後、松下電器産業株式会社（現パナソニッ
ク）に勤務。その後出身大学で学位取得後、関西大学に着任した。企業時代、
大学時代を通じて、主たる研究分野は音響分野、特に電気音響機器の設
計法について研究した。趣味は独唱（クラシック歌曲、オペラアリア）とのこと。

■高16　須賀寅充さん（元豊高校長）　在職中、ＰＴＡの文化活動として53
名が参加、演劇サークル『ドラマティックウェスト』は現在地域からの参加も得て
約30名で、豊中駅前ゆやホールを拠点に毎年主に人情時代劇を展開。昨年
6月、『大坂や、あゝ 大坂や、大坂や』（観客450名）、今年2月には群読劇『角
筈にて』「幕末まらそん侍（原作＝高40土橋章宏さん）」を上演。現在は7月2日
の第16回特別公演の準備中。「母校創立百周年にはでっかくて面白い卒業
生による文化行事を考えたい」とのこと。

■高17　伊敷健二郎さん　関西高校選抜とオレゴン州アシュランド高校との
フットボール交流戦　PACIFIC RIM BOWL の開催・運営に1988（昭和63）
年より25年にわたり関わってきた功績が高く評価され、アシュランド高校より表彰
を受け、同ボウルの殿堂入りを果たした。「豊中高校でタッチフットに出会った
こと、発祥の地記念碑にもあるピーター岡田さんを現役部員とともにシアトルに
訪ねたこと、甲子園ボウルでレフリー（主審）をさせてもらったことなど、すべて
が充実したフットボール人生であった。昨年甲子園ボウルに出場した早稲田大

学主将が豊高の後輩であったこともたいへん嬉しかった。」
■高17　加古 隆さん　2月17日午後放送のＮＨＫＴＶ「スタジオパークからこん

にちは」に出演。20年前に作曲した「映像の世紀」のテーマ音楽で人気の高い
「パリは燃えているか」をナマ演奏。「私もこの曲を20年間ずっと演奏してきまし
た」。今回の「新・映像の世紀」の番組音楽では「20年経って、世の中も歴史
の見方も変ってきているので、新しい気持ちで作曲した」と述べ、これからも「シ
ンプルで美しいものを見つけてゆきたい」と抱負を語った。

■高42　幸田浩子さん　昨年8月にびわこホールで「竹取物語」を上演。11
月には大阪ザ・シンフォニーホールにて交声曲「海道東征」（北原白秋作詞・
信夫潔作曲＝紀元2600年記念の作品）に出演。2015年度から大阪音楽大学
特任准教授として教壇に立つ。本年1月関西フィル公演、4月兵庫芸術文化
センター管弦楽団公演に出演。5月神戸新聞松方ホールにて姉の幸田さと子
さんとのチャリティーコンサートに出演予定。「昨年はホームカミングイヤーだった
ので、豊陵会でたくさんの同級生と再会することが出来ました。改めて、あの
充実した楽しい高校生活を送れたことを宝物だなあと実感し、今もその方 と々
友情で繋がっていることを感謝しています。皆さん、どうぞ健やかにいらしてく
ださいませ。またお会いできる日を心待ちに。」

■早稲田大学アメリカンフットボール部『ＢＩＧ ＢＥＡＲＳ』、第70回甲子園ボウル
（H27.12.13 13:05キックオフ）決勝、対立命館大学戦、（残り３秒で早稲田キッ
カーが放ったFG（フィールドゴール）は日本一に届かず27−28の惜敗を喫する）

　高63　鈴木拓馬さん　副将、DB。「文武両道で、他大学のスーパースター
と互角にやり合う早稲田の泥臭さを貫いた学生生活の集大成だったと思う。村
橋洋祐主将（高64）は、在校時代の真面目な後輩、日本一の主将にしたかっ
た。」

　高64　村橋洋祐さん　主将、DL。「あこがれの早稲田で日本一を目指し、
総勢170人の部員がまとまり感謝している。今期、主将をやってよかったと思え
るすばらしい仲間たちだった。」

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
に
集
ま
れ
ぇ
〜
！
）

こ
ん
な
こ
と
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会　長
永田　武全(高15期)
副会長
越智　克司(高15期)
木村　榮次(高15期)
中島　　守(高22期)
財務幹事
赤塚　雄一(高22期)
萩原　　哲(高22期)
会計監事
滝川　勲夫(高15期)
宗田　京子(高15期)
総務部会長
徳田　　俊(高22期)
会報部会長
南里　吉彦(高37期)
会報副部会長
神保　雅明(高8期)
資料室部会長
川上　　寛(高13期)
IT推進部会長
丸山　幸夫(高15期)
IT推進副部会長
渡辺　寿一(高19期)
事務局長
中尾　寛次(高13期)
事務局
高岡　浩子(高13期)
野村佳乃子(高19期)
伊藤　晴康(高21期)
江連　郁子(高32期)
菅　　祐子(高32期)
幹　事
斉藤　省三(高2期)
妹尾　景行(高3期)
友国　泰治(高5期)
上神英二郎(高6期)
多河　正和(高7期)
神保　雅明(高8期)
大久保　孝(高9期)
堀田　芳男(高9期)
長谷川能民(高10期)
内田　昌文(高11期)
有田　　進(高12期)
川上　　寛(高13期)
堀内　　肇(高14期)
丸山　幸夫(高15期)
村瀬　一郎(高15期)
梶山　四郎(高16期)
高坂　敬三(高16期)
須賀　寅充(高16期)
中田　八朗(高16期)
正岡　　哲(高16期)
西澤　信善(高16期)
松村　宗順(高17期)
石川　国義(高18期)
佐野　紀夫(高18期)
転法輪真理(高18期)
岡嶋　　豊(高19期)

野原　嗣久(高19期)
渡辺　寿一(高19期)
高田　裕文(高20期)
矢澤　マリ(高20期)
牧野　　隆(高21期)
徳田　　俊(高22期)
河田　一裕(高23期)
熊澤　一郎(高23期)
永井　宏明(高23期)
中野　隆子(高26期)
加藤　芳哉(高29期)
神戸　裕子(高29期)
永井　　裕(高30期)
橋田　　浩(高32期)
南里　吉彦(高37期)
亀井　圭子(高37期)
白木　智巳(高41期)☆
　　　[幹事計　43名]
評議員
松浦　　茂(中19回)
佐藤　雄直(中20回)
飯嶌　　宏(中23回)
西島　靖之(高1期)
岡田　久男(高2期)☆
中西　寛治(高2期)☆
政木　　武(高2期)
川島　保春(高3期)
小野　　實(高4期)
前川　　巖(高5期)
八幡　弘道(高6期)
山埜ゆみ子(高6期)
岸谷由紀子(高6期)
石橋　美紀(高7期)
平野　次雄(高7期)
浅田　重子(高7期)
成田　研一(高8期)
牧　　雄彦(高8期)
東　　敦子(高8期)
石田美代子(高8期)
水谷　忠昭(高9期)
田中　忠夫(高10期)
上田三千乃(高10期)
久保　文子(高10期)
猪谷　正臣(高11期)
平井　　昭(高11期)
植田　元則(高12期)
菅谷　　梓(高13期)
岩武　萬子(高13期)
小出　君子(高13期)
浦　　　功(高14期)
中野　英機(高14期)
森里　信生(高14期)
矢野　秀雄(高14期)
依田　昌彦(高14期)
森川　史子(高14期)☆
足達　統彦(高15期)
高須　元洋(高15期)
中村　　信(高15期)
仲田　祐司(高15期)

渡邉　　元(高15期)
永野　豊子(高15期)
中出　幸子(高15期)
大川慎太郎(高16期)
迎田　允武(高16期)
湊　　　稔(高16期)
千田　智之(高17期)
廣野　敏生(高17期)
藤田　　進(高17期)
宮崎　保之(高17期)
石尾　賢一(高18期)
小林　正明(高18期)
古川美重子(高18期)
尾上　修一(高19期)
奥田　逸朗(高20期)
田村　雅史(高20期)
中野　隆史(高20期)
長門　孝次(高20期)
守口　建治(高20期)
加堂　裕規(高21期)
田村　　守(高21期)
福島　　裕(高21期)
豊田　宣子(高21期)
吉田　優子(高21期)
上原　　茂(高22期)
平野　二郎(高22期)
福原　美典(高22期)
三木　茂生(高22期)
林　　雅子(高22期)
桑畑　健二(高23期)
中木　常雄(高23期)
深井　玲子(高24期)
増田　吉則(高25期)
折原　玲子(高25期)
片山　泰子(高25期)
横井　葉子(高26期)
雨宮　　伸(高27期)
石田　省三(高27期)
梅原　拓也(高27期)
勝又　敏夫(高27期)
神川　定久(高27期)
中村佐知大(高27期)☆
長岡佐江子(高27期)
明里　一孝(高28期)
松井　　豊(高28期)
笠井　信吾(高29期)
矢野　正仁(高29期)
石垣　美紀(高29期)
前田　妙子(高29期)
久井　主税(高31期)
山下　典子(高31期)
松本　良枝(高31期)
升井　知子(高31期)
門田　浩一(高32期)
北原　千春(高32期)
國友　奈美(高32期)
有賀由利子(高32期)
赤松　史朗(高33期)
坂上　憲史(高33期)

利川　公代(高33期)
沖原みゆき(高34期)
門田　佳子(高34期)
中原　洋子(高34期)
河野　浩明(高35期)
田中　元彦(高35期)
吉本　正樹(高35期)
岸本　一蔵(高36期)
重定　宏明(高36期)
田中　一史(高36期)
小島　史子(高36期)
中村　康子(高36期)
福中　寛子(高36期)
古川智香子(高36期)
津田　昌一(高37期)
名倉　　功(高37期)
南　　千恵(高37期)
木南　　鼓(高38期)
藤田　竜治(高38期)
大西　花子(高38期)
佐藤　琴波(高38期)
権藤由記子(高38期)
髙畑　秀道(高38期)
別所　邦彦(高39期)
重村　桜子(高39期)
米田美代子(高39期)
山見　智子(高39期)
後藤　　淳(高40期)
齊藤　雅彦(高40期)
徐　　廷禹(高40期)
岡本　直美(高40期)
櫻井さとこ(高40期)
桝谷　礼子(高40期)
池田　大輔(高41期)☆
濱田　俊治(高41期)☆
堀岡　良則(高41期)
平野　直子(高41期)
中嶋　ちさ(高41期)
穴道奈穂子(高41期)☆
久代希予子(高41期)
中西　育代(高41期)
石井　君香(高41期)☆
酒匂　建文(高42期)
小林　知博(高42期)
佐々木有里(高42期)
村上　陽子(高42期)
山中美由紀(高42期)
尾上　高志(高43期)
藤田　貴支(高43期)☆
児玉健太郎(高44期)
髙橋　繁生(高44期)
北之坊晋次(高45期)
橋本　匡弘(高45期)
市原史津子(高45期)
下村満美子(高45期)
片岡亜紀子(高45期)☆
西　　広嗣(高46期)☆
前田　優香(高46期)
野田　健一(高48期)

古澤　頼秋(高48期)
和田あやか(高48期)
石黒　陽子(高49期)
多賀　朋子(高49期)
小林佳代子(高50期)
山口　真歩(高50期)
磯部　光男(高51期)
畑　　雅三(高51期)
山田　あや(高51期)
佐藤　　健(高52期)
齋藤　佑樹(高52期)
花畑　　雄(高52期)
南岡　俊之(高52期)
岡　　美帆(高52期)
上原　拓真(高53期)
南川　郁夫(高53期)
兼田　美紀(高53期)
五十里麻衣(高53期)
寺井　寿子(高53期)
寺脇　知里(高53期)
森西　絵美(高53期)
國平　直樹(高54期)
雜賀　譲二(高54期)
徳重美紀子(高54期)
圓岡　美幸(高54期)
臼杵　　毅(高55期)
恩田　淳史(高55期)
横谷　圭祐(高55期)
髙橋　敬子(高55期)
前防由利子(高55期)
勝部　義幸(高56期)
田中　　良(高56期)
宮澤　佳樹(高56期)
梶谷　理紗(高56期)
古澤　真希(高56期)
星野　亜季(高56期)
尾崎　　優(高57期)
小松　光一(高57期)
比嘉　雅浩(高57期)
安福　一貴(高57期)
筒井　優沙(高57期)
大西　　唯(高57期)
平尾　友美(高57期)
上西　将司(高58期)
早野　貴至(高58期)
中村　志穂(高58期)
門脇　亮太(高59期)
尾西　沙絵(高59期)
小美野陽子(高59期)☆
岸田絵里加(高59期)
石野　勇次(高60期)
喜多　芳裕(高60期)
吉田　将平(高60期)
石井　友梨(高60期)
柏原　成美(高60期)
田辺　麻純(高60期)
中島　早苗(高60期)
上栗　良介(高61期)
新居美奈子(高61期)

黒谷　光宏(高62期)
姫田　慎也(高62期)
山下　真護(高62期)
川西　咲希(高62期)
小島　　碧(高62期)
松本　紗和(高62期)
柏原　翔太(高63期)
田原　大祐(高63期)
新免　瑞穂(高63期)
美野　千尋(高63期)
井口　大夢(高64期)
上村　文哉(高64期)
上原　瑛美(高64期)
星　安理沙(高64期)
荒川　挙人(高65期)
下村　龍一(高65期)
植屋　陽佳(高65期)
川上　　彩(高65期)
伊達　　巧(高66期)
牧　 　省吾(高66期)
太田　枝織(高66期)
村岡　彩夏(高66期)
杉方　翔也(高67期)☆
木村　萌絵(高67期)☆
　 [評議員計　241名]
顧　問
桐山　輝彦(中20回)
藤上　幸作(中22回)
芳賀　　洋(中23回)
神内　重明(高5期)
小西　淳次(高6期)
中井　梅雄(高7期)
望月　靖允(高7期)
中川　治喜(高9期)
中野　寛成(高11期)
河村　　繁(19代校長)
北　　修爾(高13期)
淺井　由彦(高2期)☆
　　　[顧問計　12名]

東京支部支部長
松本　　洋（高13期）
中部支部支部長
岡野　　勝（高22期）

●役員一覧 （平成28年2月24日現在）� ☆印は、平成27年4月以降の新任　

高68期同期会世話役
神代　康輔
松田　康平
今岡　智輝
神埼　　託
熊谷　　準
加藤　晴貴
岡　　　寛
古結　大佑
高橋　慎弥

大西　晴奈
西本　麻夏
岩﨑　紗彩
岡本　典子
梅村りさ子
北島　美穂
藤田　瑞菜
藤田茉優子
長谷川千紗

[世話役計　18名]
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学
校
ニ
ュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

本
校
は
大
正
10
年
に
大
阪
府
立
第
13
中

学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
、
激
動
の
大

正
・
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
移
っ
た

中
で
、
旧
制
豊
中
中
学
以
来
の
伝
統
で
あ

る
質
実
剛
健
、
協
同
進
取
の
建
学
の
精
神

は
脈
々
と
継
承
さ
れ
、
教
育
の
府
と
し
て

地
域
社
会
の
大
き
な
期
待
を
担
い
な
が
ら
、

今
日
ま
で
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
第
２
期
と
し
て
更
に
５
年
間
の
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

に
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
か
ら
国
際
社

会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
目
的

で
、
文
理
学
科
（
４
ク
ラ
ス
）
を
併
設
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
新
た
に
、
ス
ー
パ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

の
指
定
も
受
け
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、「
高

い
志
」
と
「
夢
」
を
持
ち
、
豊
か
な
感
性

と
幅
広
い
教
養
を

身
に
つ
け
、
様
々

な
分
野
で
国
際
社

会
に
お
い
て
活
躍

す
る
人
材
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も

 

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て 

豊
中
高
校　

校
長　

下
川　

清
一

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
と
し
て
、
各
教

科
に
お
け
る
知
識
や
ス
キ
ル
は
絶
対
必
要

で
す
。
本
当
に
大
事
な
の
は
、そ・

・

・
の
先
で
、

急
速
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、「
正
解
の
な

い
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
自
分
な
り
の
答

え
を
導
き
出
し
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を

人
に
伝
え
る
力
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本

校
に
お
け
る
課
題
研
究
の
取
組
み
が
ま
さ

に
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
各
教
科
等
で
知

識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
ら
、
そ
れ
ら

を
使
っ
て
複
数
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
自
発

的
・
能
動
的
に
現
実
の
課
題
に
取
組
む
と

い
う
教
育
方
法
で
す
。
生
徒
は
、
学
ん
だ

こ
と
を
応
用
し
た
り
、
現
実
に
合
う
形
で

修
正
し
た
り
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
で
、「
考
え
抜
く
力
」
を
発
揮
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
考
え
を
他
の

メ
ン
バ
ー
に
説
明
し
た
り
、
異
な
る
意
見

を
聞
い
て
折
り
合
い
を
つ
け
た
り
す
る
こ

と
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
人
で

勝
手
に
作
業
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
他

の
人
の
協
力
を
仰
い
だ
り
、
役
割
や
期
限

を
決
め
て
分
担
し
た
り
す
る
場
面
も
出
て

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
生
徒
同
士
が

協
力
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
お
の
ず

と
「
チ
ー
ム
で
や
り
遂
げ
る
力
」
が
身
に

つ
い
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
チ
ー
ム
で
や
り
遂
げ
る

力
」
の
向
上
は
、
単
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

改
善
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
意
見
や
行

動
に
刺
激
を
受
け
て
、学
習
意
欲
を
高
め
、

よ
り
深
い
理
解
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
は
個
人
と
し
て
の
「
前
に
踏
み
出
す
力
」

や
「
考
え
抜
く
力
」
の
後
押
し
に
も
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
何
も
課
題
研

究
に
限
ら
ず
、
普
段
の
授
業
に
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
次
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に

も
導
入
さ
れ
る
、
対
話
や
議
論
、
チ
ー
ム

学
習
、
発
表
等
が
中
核
と
な
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
で
す
。
す
な

わ
ち
、
自
分
に
よ
っ
て
「
知
識
・
ス
キ
ル
」

が
ど
う
役
に
立
つ
の
か
、
そ
れ
は
社
会
に

ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
、
自
分
は
い
っ
た

い
ど
こ
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
な
り
、
多

様
な
人
々
や
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
た
め
に

協
調
で
き
る
自
分
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な

の
か
、自
分
は
何
を
何
の
た
め
に
思
考
し
、

判
断
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
が
社
会

や
世
界
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、

等
　々

自
ら
の
生
き
方
や
学
び
方
を
変
え

て
い
く
と
い
う
、
本
来
学
校
教
育
の
理
念

で
も
あ
る
自
己
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。

現
代
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
中
で
、
教
育
現
場
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
に
控
え
た
大
学
入
試
改
革
も
、
社
会
の

求
め
る
力
の
変
化
が
背
景
に
あ
り
、
い
わ

ば
当
然
の
流
れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
力
を
鍛
え
る
た
め
に
、
豊
中
高
校
は
上

記
の
よ
う
な
将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
実
践
し
て
い

ま
す
。
豊
中
高
校
は
、
来
た
る
１
０
０
周

年
に
向
け
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
豊
陵
会
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
の
賜
物
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

平成28年入試の合格発表

第68期生の卒業式が、3月1日10時
から母校講堂であった。351人の一
人ひとりの名前が読み上げられ卒業
証書が授与された。式辞で下川校長
は「3年間で知識とスキルを学び軸

足のぶれないことになった。仲間とチームを組んで他人と力をあわせ
て自発的に問題に取り組むことを学んだ。国際化が一層進む中で、学
んだことを生かし、文化や考え方の異なる多様な人々と力を合わせて、
現実の問題を解決することを通じて、地域、国際社会で大いに活躍し
てください」とはなむけの言葉を贈った。
豊陵会の永田会長は、「これから人生の荒波に出る。いつも思うどお

りにはいかない。このときの2つの支えがある、一つは同じ校舎で学び
同じ校歌を歌った多くの先輩卒業生であり、今一つは本日まで苦楽を
共にしてきた同期の仲間である。豊高の卒業生として自信と誇りをもっ
て豊かな人生を歩んでください」、と祝辞を述べた。
卒業生はこのあと「3月9日」を合唱し、先生、保護者が見守る中を
新しい人生に飛び立った。第68期生の卒業で、豊中（とよちゅう）・豊
高の卒業生はあわせて3万5591人となる。

3月入試に一本化、1.51倍の狭き門
平成28年3月10日に71期生の入学試験が

行われ、合格発表が3月18日、母校であった。

今年の入試は、応募範囲(学区)は府下全域

１学区、試験は昨年までの前期と後期の2回

制をやめ3月の一般選抜1回、募集定員は昨年

より40人多い400人（文理学科160人、普通

科240人）、出願は２つの学科で複数志望（例えば第1志望文理学科、第2志望普

通科）が認められたこと、ボーダーゾーンの選抜で自己申告書記載内容などから

本校の求める生徒像に極めて近い者を総合点の順位に関わらず優先的に合格させ

ることなど、昨年と大幅な変更となった。

入試が1回となったこと、募集人員が増えたことなどにより、応募は、文理学

科第1志望536人、第2志望8人、普通科第1志望69人第2志望532人、両学科を

合わせた応募倍率は1.51倍となった。府教委の発表をみると、四条畷、本校、茨木、

高津など旧学区ブロックごとに文理学科を併設する学校の競争倍率が高い。

ここ1，2年女性の合格者がわずかながら多数をしめる学校が増えているが、本

校の場合、新年度、71期生入学者数は、文理学科　男86人女74人、普通科　男

133人女107人となり、男性が多くなっている。

発表の3月18日には、母校玄関前には早朝から受験生や保護者が集まり、熱気

あふれる発表風景を繰り広げた。

68期生351人が卒業
　　「同窓の輪の中に入って豊かな人生を」

会長が祝辞　　
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平
成
28
年
度
入
試
が
終
わ
り
、
合
格
者

数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示
し
ま
し
た
。

3
月
29
日
時
点
で
の
数
で
す
の
で
誤
差
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
修
正
を
加
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
終

的
な
結
果
は
、
本
校
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

68
期
生
の
3
年
生
4
月
時
点
の
志
望
状

況
で
は
、
昨
年
と
比
べ
、
神
戸
大
志
望
が

減
少
し
、
京
大
志
望
、
阪
大
志
望
は
、
ほ

ぼ
例
年
並
み
、
大
阪
市
大
志
望
は
や
や
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
志
望
学
部

別
で
は
、
文
系
志
望
が
増
加
し
、
理
系
志

望
は
逆
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
合
否
結
果
に
つ
い
て
も
、
志
望
状
況

に
近
い
数
字
が
出
ま
し
た
。
今
年
度
特
筆

す
べ
き
は
、
阪
大
合
格
者
で
、
現
役
生
の

数
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

昨
年
度
ま
で
は
多
い
年
で
現
役
生
の
数
は

18
名
で
し
た
が
、今
年
度
は
28
名
と
な
り
、

特
に
文
系
の
合
格
者
が
約
半
数
と
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。
逆
に
神
戸
大
に
つ
い
て

は
、
志
望
者
減
も
あ
り
合
格
者
数
も
や
や

減
少
し
ま
し
た
。
今
年
度
文
系
が
増
え
た

理
由
と
し
て
は
、
昨
年
度
、
新
課
程
入
試

の
影
響
も
あ
り
、
国
公
立
か
ら
私
立
に
転

向
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

今
年
度
は
後
期
試
験
の
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
、
粘
り
強
く
努
力
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
の
国
際
教
養
大
学
に
2
名

合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本

校
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
本
校
で
の
英

語
力
が
着
実
に
身
に
つ
い
て
き
た
結
果
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
の
国
公
立
全
体
の
現
役
合
格
者

進
路
指
導
室
か
ら

現
役
生
の
健
闘
で
阪
大
合
格
者
数
増
加

今
年
の
大
学
入
試

数
は
、１
１
９
名
（
昨
年
は
１
１
７
名
）
で
、

や
や
増
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
傾
向
は
、

文
理
学
科
の
生
徒
が
健
闘
し
、
京
阪
神
の

合
格
者
の
割
合
は
現
時
点
で
、
普
通
科

26
％
、
文
理
学
科
74
％
（
昨
年
は
普
通
科

52
％
、文
理
学
科
42
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
も
東
工
大
、
横
浜
国
立
大
、

早
稲
田
大
な
ど
関
東
方
面
、
さ
ら
に
九
州

大
、
熊
本
大
な
ど
九
州
や
四
国
の
地
方
国

公
立
大
で
自
分
の
目
的
に
あ
っ
た
大
学
を

志
望
す
る
生
徒
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
S
S
H
や
課
題
研
究
に
取
り
組
む
な

か
で
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

そ
の
研
究
が
で
き
る
大
学
を
指
向
す
る
こ

と
は
良
い
傾
向
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

S
G
H
の
取
り
組
み
も
始
ま
る
中
で
、
今

後
も
様
々
な
分
野
に
関
心
を
持
っ
て
勉
学

に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
平
成
28
年
度
も
、
9
月
に
は
豊
高

Ｏ
Ｂ
の
方
を
お
招
き
し
て
職
業
別
進
路
講

演
会
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
新
入

生
に
と
っ
て
も
、
文
理
選
択
お
よ
び
進
路

を
考
え
て
い
く
上
で
大
変
参
考
に
な
る
良

い
機
会
で
す
。豊
陵
会
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
の
方
々

に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
進
路
指
導
部
）

◇

進
路
指
導
部
よ
り
の
お
願
い
で
す
。
卒
業
生

の
方
で
大
学
受
験
を
し
、
合
格
ま
た
は
進
学
さ

れ
た
方
は
、
①
期　

②
名
前　

③
大
学
・
学
部

名
を
豊
中
高
校
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
左
の
ア
ド
レ
ス
に
お
願
い
し
ま
す
。

goukaku@
toyonaka.osaka-c.ed.jp

■平成28年度入試　　卒業生の合格者数状況　（3月29日現在）
 （　）内は現役合格者数、私立は延べ数。

【国 立大学】北海道大2（1）、帯広畜産大1、東北大1、筑波大1、東京工大1、
東京農工大1（1）、東京芸大1、横浜国立大2（2）、東京外大1、信州大1
（1）、静岡大1、名古屋大1、名古屋工大1、愛知教育大1（1）、三重大1、
京都大3（1）、京都工芸繊維大１、京都教育大2（2）、大阪大39（28）、
大阪教育大11（9）、神戸大23（17）、奈良女子大2（1）、奈良教育大2（2）、
岡山大1（1）、広島大1、山口大1、徳島大1、香川大1（1）、九州大2（1）、
九州工大1（1）、長崎大1、熊本大2（2）、宮崎大1（1）、防衛大学校1（1）、
防衛医科大学校2（2）

【公 立大学】国際教養大2（2）、首都大東京1、滋賀県立大2（1）、京都市芸
術大2（1）、京都府大5（3）、大阪市大29（19）、大阪府大16（13）、神戸
市外大3（3）、神戸市看護1（1）、兵庫県立大5（2）

【主 な私立大学】早稲田大14（7）、慶應義塾大4（1）、東京理科大2（2）、国
際基督教大1（1）、青山学院大3（2）、立教大4（1）、明治大5（4）、中央
大1（1）、法政大2（2）、関西大150（103）、関西学院大150（114）、同志
社大142（78）、立命館大220（131）、京都産業大1（1）、龍谷大15（7）、
京都女子大34（32）、京都薬科大2（2）、同志社女子大18（17）、大阪医
科大2（2）、大阪薬科大4（4）、近畿大94（48）、大阪工業大6（4）、摂南
大3（2）、関西外国語大9（7）、大和大3（3）、甲南大9（3）、甲南女子大3
（3）、神戸薬科大1、神戸学院大2（2）、武庫川女子大9（8）、神戸女学
院大4（3）、兵庫医療大2（2）、福岡大3（3）、産業医科大1

【専修学校等】2名
【就職　なし】

2016年大学受験の結果速報平成28年4月教員人事異動

今年の大学受験結果を進路指導室の資料をもとに掲載します。
3月29日現在、進路指導室が速報値として把握した資料を掲載しています。受験

生徒からの報告集計であり、今後到着する結果報告で数値が変ります。確定数値は
豊高ＨＰで、また3年生徒への『進路指導資料』（6月配布）に発表される予定です。

新校長就任の知らせに、高41中嶋（小村）ちささんは「私
が41期生として豊高へ入学した昭和61年、平野先生も教
員として初めて1年5組の担任をされました。新卒教員と
してのバイタリティに富んだ先生という印象が強く残っ
ています。豊高の校長先生となられたことに豊高の前途
の明るさを想い、卒業生の一人として期待しています」
とコメントを寄せた。卒業生が母校校長先生を務めるの
は須賀寅充さん（高16）以来2人目。下川校長先生は定年
退職、改めて在籍期間の成果、母校発展への惜しみない
ご尽力に感謝致します。
なお、高32　門田浩一さん（北摂つばさ）、桜塚高校准

校長就任の一報も届いた。
♢　　♢　　♢

略号　退＝退職　期付＝常任講師　非講＝非常勤講師
■ 転出等
校長＝下川清一（退職）▼指導教諭（理科）池田昌子（退職）
▼国語＝海江田千津子（阿武野）▼数学＝岡林裕修（退期付・
芥川）▼理科＝坂田霞（退職）・二木俊光（再任用退職・期
付豊中）▼家庭＝林咲子（渋谷）▼英語＝中西雅治（再任
用退職・千里）▼事務＝乾義雄（再任用退職）

■ 転入等
校長＝平野裕一（大阪府教育委員会）▼国語＝竹田晴菜（新
採用）▼数学＝刀根嘉朗（北淀）▼理科＝田尻雅幸（桜塚）・
森光平（新採用）・早川昌志（非講）▼家庭＝吉岡君枝（豊島）
▼英語＝硴塚桃子（箕面）▼事務＝奥井久和（東淀川）

新校長に高32平野裕一さん 
下川校長先生退職
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TOYOKO SCHOOL LIFE

スーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）

豊高プレゼン

学 校 生 活

OBによる進路指導

豊中高校が大阪大学ニュース登場

平成27年度より豊中高校は、文科省よりスーパー・グローバル・
ハイスクール（SGH）に指定され、主に東南アジアのイスラーム
世界を対象とした研究活動を5年間にわたって行うことになりまし
た。活動の主体は文理学科の生徒で、グローバルヴィジョンと銘打っ
た四つのテーマ（自然エネルギー・フェアトレード・イスラーム世
界とのビジネスモデルの構築、イスラーム文化と日本文化の比較）
に別れ、「課題研究」の時間、土曜日の午前中を中心に調査研究に
あたりました。
本年1月4日より9日まで、インドネシアのバンドン、ジョグジャカ
ルタにてフィールドワークを実施しました。8名の生徒が参加し、調
査研究、現地のイスラム大学の学生と交流を行いました。その成
果は「豊高プレゼン」や「近畿地区課題研究発表会」などで発表
されました。� （社会科　伊田）

平成28年2月9日、池田市民文化会館アゼリアホールで平成27
年度「豊高プレゼンテーション」が開催されました。
午前中フィリピン語学研修報告・SGH課題研究発表・SSH課題研
究発表があり、午後は１年群読合戦・２年女子創作ダンス・音楽発
表会を行いました。今年度においては、昨年度まで展示できなかっ
た美術・書道の作品展示も行い、１年のまとめとして充実した企画
となりました。
最後は、1・2年生音楽選択者全員による合同合唱「ハレルヤ」

で素晴らしいフィナーレで締めくくることができました。

理系女子を語る側・求める側
� 平成27年度職業別進路講演会開催　　
平成27年9月17日（木）、卒業生高30期商社マンから高48期市
役所公務員までの15名が、現一年生を対象に、進路講演講師とし
て、母校の教壇に立った。本年も、30分の講演を２回（14:10 ～
14:40と14:55 ～ 15:25）の同じ内容の繰り返しとし、生徒にいろ
いろな職業の話を聴く機会を広げた。SSH指定で期待がもたれる
母校に理科系女子で活躍する講師や理科系女子を求める企業で勤
める講師と新たな活動の試みがあった。
講師（敬称略）：山本　博雅（高30商社）・北条　尚子（高32政府関
係団体）・鶴丸　達也（高34建築）・山本　朝子（高35薬剤師）・名
倉　功（高37銀行）・鳥海　亜哉（高39キャリアカウンセラー）・豊
田　裕司（高39経営）・藤岡　敦子（高41キャビンアテンダント）・
南　英里子（高41医師）・柏木　英雄（高42エンジニア）・酒匂　建
文（高42公認会計士）・小林　知博（高42大学准教授）・佐々木　
康之（高42パイロット）・坪井　兵輔（高42報道）・井上　倫子（高
48公務員）

一年生が阪大で総長と先輩の話を聴く

スーパーサイエンスセミナー　科学への興味と関心

１年生の希望者と昨年度から継続している２年生の計４３名を対象
に、主に土曜日の午前中を利用し、サイエンスに関わる実験・実習
などを行っています。外部講師を招いて、コミュニケーションやディ
スカッションプレゼンテーションについての特別授業も行い、科学
に関する基本的な知識・技能だけでなく、科学的な思考力や表現
力を養うことを目的としています。
ハイレベルな実験はもちろん、身近な現象や問題について深く
考えさせられるプログラムが多いため、参加している生徒たちは毎
回新たな発見をして帰ります。１年間の活動を通じて、理系・文系
の枠にとらわれることなく、科学に対する幅広い興味と関心をもっ
た熱心な生徒達が育ってくれています。� （SSH　朝倉）
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TOYOKO SPORTS & CULTURE

豊高スポーツと文化部 平成27年度（敬称略）

■美術工芸部
　第40回全国高校総合大会文化賞　絵画の部=高橋紅美子=優秀賞。美
術工芸部門=山口洵加、宮本萌（2年）奨励賞。土屋咲瑛、高橋紅美子［2年］
奨励賞。山口洵加［2年］井上真帆［2年］入賞。

■放送部
　第62回ＮＨＫ全国高校放送コンテスト　アナウンス部門4位＝寺澤穂乃
香　大阪代表

■吹奏楽部
　11月東京文京シビックホールで行なわれた吹奏楽合奏コンテストに全国
大会で優秀賞を獲得した。吹奏楽部は男子65名の大所帯、鶴田部長、市
原・阿川両副部長は「全国大会の舞台に立って、全員が盛り上がって緊張
感で相乗効果をもたされた」と喜びを語った。

■ダンス部
　関西ダンスドリル大会秋期競技大会　ヒップホップ女子ラージ部門＝2
位。同全国大会＝2位。ダンスドリルウインターカップ全国大会に出場。

■女子硬式庭球部
　11月の大阪公立高校大会で団体戦では準決勝まで進出、桜宮高に2-3
で惜敗。同大会のシングルスで平本遥奈さん（2年）が準々決勝に進出して、
団体戦と共に近畿大会の出場権を得た。
　一月の近畿大会、団体戦は予選リーグを突破、しかし決勝トーナメント
でまたも桜宮高の壁を破れなかったが、ベスト12に入った。
　この成果について主将鈴木絢子さん・副
将當麻友南さん（２年）は「適宜選手を交替し
ながらもそれぞれが持てる力を発揮、団結
力がこの結果に結びついた」と話している。

（写真：左 鈴木・右 平本）
　この他、9月の近畿大会では岡本夏奈さ
ん・夏帆さん（１年）のダブルスがベスト16に入っている。
　団体戦出場者2年：平本遥菜・鈴木絢子・岩本詩織・上田智恵理・當麻
友南・福井彩乃・西村佳奈・今川菜那・岡田のどか、1年：岡本夏奈・岡
本夏帆・宮口有沙

■硬式庭球部
　昨年の近畿総体（大阪インターハイ）では男女部員27名が大会の裏方役

（補助員役）に徹し、中でも鈴木絢子さんはチームに近い補助役員の長とし
て大会を支える中心になり校長賞に輝いた。

■なぎなた部
　近畿大会大阪予選で準優勝し、近畿大会に出場。新人大会兼全国選抜
大会大阪予選、団体の部3位、演技の部準優勝。

■水泳部
　大阪高校新人競技大会　男子200ｍリレー＝7位入賞。伊藤翔太朗・青
戸宏樹・山本樹・川口峻平

■陸上部
　第30回豊中八高陸上競技大会で、小田垣満帆さん（1年）が走り高跳び

で1.60ｍを跳び、第3回大会の杉本興子さ
ん（高41）の1.53ｍを大幅に更新した。1月
大阪市民駅伝（高校女子の部）八位
1区松本結衣・2区辻本朱里・3区山下絵梨
奈・4区小田垣満帆・５区木場彩乃

大阪高校総体兼全日本高校選手権予選　2 回戦敗退　対千里青雲 0-2
GLSH10 校大会　3 位
新人大会 1 次予選部別リーグ　2 部 C ゾーン 2 位（2 勝 1 敗）

女子バレーボール部
春季大会兼大阪高校選手権大会兼第 68 回高校総体兼近畿大会　対夕陽丘 0-2　
対咲くやこの花 2-1　4 部残留
豊能地区高校生バレーボール大会　対千里青雲 0-2　対柴島　0-2　春季部別大会　対松原 0-2
大阪高校総体兼全日本高校選手権予選　2 回戦敗退　対関西第一 0-2
新人大会 1 次予選部別リーグ　対和泉 1-2　対泉陽 2-1
男子バスケットボール部

第 68 回大阪高校バスケットボール選手権大会　対追手門学院大手前 89-44　対大阪 55-69
第 70 回大阪高校総体　4 回戦敗退（対大阪 50-89）
大阪府公立高校北地区大会　3 位（対刀根山 104-59）

女子バスケットボール部
第 68 回大阪高校バスケットボール選手権大会兼第 68 回全国高校バスケットボール選手権大
会大阪府予選兼第 62 回近畿高校バスケットボール選手権大会大阪府予選　大阪府ベスト32
第 70 回大阪高校総体　２回戦敗退（対刀根山 58-63）
豊中市会長杯　3 位
男子硬式テニス部

大阪高校春季テニス大会団体予選　対藤井寺工科 2-1　対早稲田摂陵 2-1　対泉陽 0-3（準優勝）
H26 第一学区テニス大会赤坂杯予選　シングルス優勝（本選出場）　田矢知暉
秋季大会団体　対西寝屋川 5-0　対山田 4-1　本戦出場

女子硬式テニス部
大阪高校春季テニス大会団体の部　ベスト16　同個人の部　本選出場　武部萌　平本遥菜
H26 第一学区テニス大会赤坂杯団体の部　3 位　同個人の部　ベスト8　鈴木絢子　福井彩乃
秋季大会団体　5 位
第 23 回大阪公立高校対抗団体　3 位
近畿高校大会シングルス　ベスト32　同ダブルス　ベスト16
第 7 回大阪公立高校個人戦シングルス　5 位

男子ソフトテニス部
大阪高校総体個人　中央大会出場 2 回戦進出　笹川・岩木ペア
大阪高校新人大会兼近畿高校選抜インドア大会予選　中央大会出場 2 回戦進出　笹川・岩木ペア
男子バドミントン部

第 69 回大阪高校春季バドミントン競技大会　対高槻北 3-0　対山田 1-3
第 18 回北摂高校バドミントン大会団体戦　豊中 A 対千里青雲 B2-1　豊中 A 対吹
田 1-2　豊中 B 対北野 0-3
第 70 回高校総体団体戦　対四条畷 0-3
豊能地区大会ダブルス　ベスト4　平尾・菊池ペア　鶴田・岡田ペア　同シングルス　ベスト4　菊池
女子バドミントン部

豊能地区大会ダブルス　ベスト8　一谷・西村ペア　同シングルス　ベスト8　有友
薙刀部

新人大会兼選抜大阪府予選なぎなた競技の部　女子演技の部1年生藤井・谷本チー
ム　3 位　団体トーナメントの部　豊中 A　3 位
近畿高校なぎなた選手権大会大阪府予選会　演技の部　堤・大橋チーム　4 位
第 28 回近畿大会大阪府予選会団会　2 位
大阪高校総体　3 位　菅村・谷本チーム
上野小学校なぎなた教室
水泳部

2015 年度中央大会　男子 400Mリレー　9 位
高校対抗男子 400Mリレー　B 決勝進出
新人大会男子 200Mリレー　7 位入賞　同 50M 自由形決勝進出　伊藤翔太郎

陸上部
第 68 回大阪高校陸上選手権大会　400M 準決勝進出　400M×4R　準決勝進出
吹奏楽部

第 41 回大阪府アンサンブルコンテスト打楽器　金賞受賞
第 29 回豊中高校吹奏楽部定期演奏会
第 54 回府吹奏楽コンクール大阪府大会　金賞受賞
第 21 回日本管楽合奏コンテスト　優秀賞
音楽部

堀田会館サマーコンサート　上野楽寿会主催クリスマスコンサート
軽音楽部

第 36 回高校中学校軽音楽系クラブコンテストWe are Sneaker Ages（R）予選大会　6 位
美術工芸部

第 67 回大阪府高校美術工芸展　優秀賞　高橋紅美花　奨励賞　宮本萌　山口絢加
華道部

一年生 3 名入部により復部
生物研究部

第 66 回大阪府高校生徒生物研究発表会　第 67 回大阪府高校生徒生物研究発表会
ダンス部

第 5 回大阪府高校ダンスドリル競技大会 HipHop 女子　large 部門　1 位
全国中学校・高校ダンスドリル選手権大会 2015 関西大会 HipHop 女子　large 部門　3 位
全国高校ダンス部選手権 DANCE CLUB CHAMPIONSHIP vol3　決勝進出
H27 関西ダンスドリル秋季競技大会 HipHop 女子　large 部門　2 位　全国大会出場
放送部

第 62 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト大阪大会決勝　アナウンス部門　4 位寺澤穂乃香
電気物理研究部

上野小学校サイエンスキッズ　新田南小学校サイエンスキッズ

クラブ活動実績（主な公式戦・活動を掲載）
野球部

春季近畿地区高校野球大阪府予選　対淀川工科 20-10　対高槻北 0-8
第 97 回全国高校野球選手権大会　対大産大付 1-8
秋季近畿地区高校野球大会大阪府予選　対茨木工科 3-5

サッカー部
H27 大阪高校春季サッカー大会　対住吉 0-0（PK4-2）　対城東工科 0-1
第 94 回全国高校サッカー選手権大阪大会　対刀根山 1-3

女子ハンドボール部
第 69 回高校春季総合体育大会兼第 66 回インターハイ予選ブロック大会
北地区　対柴島 26-8　対咲くやこの花 19-21
第 70 回高校秋季総合体育大会 2 回戦　対宣真 1-30
第 67 回高校新人大会兼第 39 回全国選抜大会予選　対桜塚 6-13　対大冠 16-4

アメリカンフットボール部
第 45 回大阪高校春季アメリカンフットボール大会　対関大一 14-21
第 46 回全国選手権予選大阪府秋季大会　対大阪学院 13-26
豊中アメリカンフットボール DAY 第 70 回定期戦　対池田 41-6
男子バレーボール部

第 68 回高校総体春季大会一次予選 3 部 Gリーグ　対ＯＢＦ2-0　対四天
王寺羽曳丘 2-0　Gリーグ 1 位・2 部昇格
同二次予選兼近畿大会予選　対大阪市立 0-2
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同期会クラブだより
■中学18回生「一木会」
平成２７年４月２日ホテルアイボ

リーで、年１回の会合をしました。
集まったのは、田中三郎、矢島治郎、
藤木博顯、小西清海の４人です。

■高25期還暦記念同窓会
2015年3月21日に千里阪急ホテルにて、昭和48年卒（高校25期）Ｊ組

のクラス同窓会を開きました。還暦という節目でしたので関東からも5名が
駆けつけてくれ、橋野（山崎）豊子さんのピアノ演奏で開式し、懐かしいア
ルバム等を見ながら歓談しました。次回は２年後を予定しています。
� （飯田淑子）

■高37卒業30周年� 2015年5月30日　ホテルアイボリー
恩師先生4名・同期40名
本年は、H28.8.13,11時ホテルアイボリーにて開催、6月案内発送予定

■26期3年J組クラス会
11月28日、箕面観光ホテル松楓
の間で、29名が集まりました。

■高１７期生卒業５０周年記念同窓会レポート
東京オリンピックの翌年、昭和４０年に卒業した１７期生は昨年卒業５０周年

を迎え、豪華２本立ての記念同窓会を挙行しました。第１回は６７名が参加し、
５月１２日から２泊３日で浜松の舘山寺温泉と奥三河の湯谷温泉の温泉巡り。
お泊り同窓会は還暦以来４回目（彦根市、松山市・内子町、白川郷・白山市）
です。浜名湖ガーデンパークや鳳来寺山を散策し、大宴会も連夜楽しみま
した。第２回は１１５名が参加し、１０月３１日に千里阪急ホテルで開催。昼から
始まった同窓会はいつもの如く長時間親睦、豊中駅前で深夜にお開きとな
りました。５０歳と６０歳に２回も記念誌を出版した１７期生ですが、今年は遂
に古希を迎えます。さて我々にはどのような航跡が続くのでしょうか？
� (代表幹事：廣瀬　純)

■高校23期３年Ｅ組同窓会
� 2015年７月19日(日)　大阪第一ホテル６Ｆ『ランスロット』
高校卒業から45年。その間２～３度は開催された記憶はありますが、最
後に開催された同窓会以来33年余。最長会えなかった人で45年ぶりの開
催となりました。
実は一昨年の夏、同級生の伊藤洋次郎君が亡くなり、７月はその三回忌

にあたると言うことで、高校来の友人である有福君の声かけにより、皆で集
まり思い出話が出来たらと、今回の開催が決まりました。
そして昨年６月に開催を決めてからは、関東在住の有福君が関東圏の数
名と何度かミニ同窓会を開催したり、住所等不明な人たちの調査に尽力して
くれたおかげで、各地から30名の出席という同窓会を開くことが出来ました。
皆、一生懸命仕事に、家庭に、子育てに、自分磨きにと素敵な歳月を重

ねてきました。
既に孫がいて孫談義に興じる人、まだ現役で仕事をしている人、海外在

住の人、悠々自適の暮らしを謳歌している人など様々です。
６０歳を超え風貌は変わりましたが、話し出すと一気に「高校時代」にタイ
ムスリップ！　盛り上がった一次会の締めくくりは「友よ」と「校歌」の大合唱。
二次会、三次会、もしかしたら四次会へ行った人も…話は尽きません。
その盛り上がりは「又、いつか」ではなく、次回は来年の同じ７月。同じ
場所、同じ時間で、と決まりました。次回は「３３年ぶり」とはいかないので。
参加してくれた皆さん、手伝ってくれた皆さん、そして最後に尽力してく

れた有福君、有り難う。� （桑畑健二）

■高13期同期会� 2015年10月15日　豊中「浪漫路」
2年半ぶりの同期会、恩師引野先生（現在88歳）、丸岡先生（同81歳）

をお招きし男子32名、女子27名、合計61名が出席。
「元気で楽しく」をモットーにアットホームな雰囲気のレストランを借り切
り、座席はくじ引きで決めました。また福引きでは賞品があたり子供に戻っ
たようで笑いました。2次会は、ラウンジ「SOSH SQUARE」で48名が出席。
次回は第15回の節目。喜寿を目指して再会を願い、賑やかな会のお開き

となりました。� （幹事　大芝利文）
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十人十色会（高10期）展覧会が好評
高校10期の美術愛好仲間が、毎年、その年に製作した作品を持ち寄って展
覧会を開いている。「十人十色会」と名づけた作品展は、27年は10月22日か
ら27日まで、阪急宝塚南口駅前の宝塚市国際文化センターで開かれ、15人の
作者による絵画や工芸作品100点余が展示され、多くの来場者でにぎわった。
この展覧会は今回で7回目、1年がかりで製作した絵画や陶芸などの力作は、

来場者に好評で年々盛り上がりを見せている。
この会の発起人の一人である万並瞭一さんは、「国内外
に写生旅行したり、不自由な体を駆使して製作している仲間
もおり、年々参加者が増えている。平成28年は、10月13日
（木）から18日（火）まで、同じ場所で開きます。興味関
心のおありの同窓生の方はぜひのぞいてみて下さい。」と話
している。

■高４６期同期会� 2015年7月19日　関西文化サロン
40歳を迎えるのを期に久々の同期会を開催しました。今回はfacebookのつ

ながりを元に、豊陵会のご協力もいただき、先生6名をお迎えし、総勢90名が
集まりました。（二次会以降から参加の方も入れると100名以上？）高校時代を
思い出すスライドショーなどもあり、二次会、三次会…、と夜が更けるまで話は
尽きませんでした。これを期にクラブでの同期会を、という声も聞かれ、盛会の
うちに終わりました。次回は2019年のホームカミング25に合わせて開催する予
定です。尚、名簿と余剰金は豊陵会にお渡しいたしました。� （西　広嗣）

■丸岡先生を囲む会（ハンドボール部OB・OG会）
平成27年9月6日（日）ホテルアイボリーにて、丸岡先生の傘寿のお祝い

とOB・OGの親睦をということで開催いたしました。15期生から30期生まで、
東京や広島そして海外からも駆けつけていただき、27名の参加がありました。
15期木村先輩の挨拶に始まり、丸岡先生の挨拶では各年代の思い出話

を、出席者全員には現役時代のエピソードなどを披露していただきました。
会の後半には、31期のOG赤井（旧姓土田）さんが学年を代表して先生に
花束を届けていただき、そして最後に集合写真の撮影と、あっという間の
２時間半でした。その後、ほとんどのメンバーが残って二次会に参加。年代
を超えて楽しく交流を深めることができました。

■関東高８会� 2015年11月５日　ヒルトン東京お台場

■９期会�  
2015年10月１９～20日で彦根・長浜に「喜寿の集い」の一泊旅行を実施。

19日朝から彦根CCにてゴルフ（7名参加）。夕方に「かんぽの宿彦根」に
集合し（28名参加）、入浴後夕食会・カラオケ・部屋に戻っての雑談等のん
びりと過ごしました。
20日はミニバスツアーとして、彦根城・多賀大社の拝観、昼食後長浜市

内散策をして、午後3時30分に彦根駅で解散。
全体にゆっくりとしたスケジュールで、湖北の秋を堪能しました。

■簡素化して高八期会の総会
� 2015年4月13日　千里阪急ホテル
昨年（2015年）より、それまでの同期会をあらため、簡素化した昼食会を
毎年４月第2月曜日の正午より、千里阪急ホテルで、会費は当面5千円と決め、
各クラスから1名の幹事を選出して、そのクラスを幹事がフォローすることにした。
第1回目は4月13日に、全員が喜寿を迎えての新たなスタートをきった。あ

いにくの天気だったが68名が参集。円形テーブルに分かれて食事をしながら
賑やかに歓談。2時間半はあっという間に過ぎた。その後はそれぞれ自由にコー
ヒーラウンジに場所を移して語り合う姿も見られた。
第2回目の今年は4月11日に開催する。ほぼ同じくらいの参加者を予定して

いる。� （牧　雄彦）

■高１４期・同期会開催のお知らせ 
日時：２０１６年１０月２２日（土）１７時３０分〜１９時３０分 その後２次会
場　所：ホテルグランヴィア大阪
ご案内：７－８月に往復はがきでお知らせします。
連絡先：矢野　電話 Fax 075-721-4738　
	 携帯電話　090-8938-2982
	 e-mail　yano-hd6@topaz.plala.or.jp

■高22期第2回同期会のお知らせ
日時：2016年11月6日（日）12時〜 14時
場所：シャンデリアテーブル（梅田阪急百貨店13階）
会費：7,000〜 8,000円（予定）
出欠の確認と詳細案内は9月初旬送付予定
最新情報は以下HPで確認できます。
　http://toyokou22.com/
　幹事代表：上野千佳子（J組・旧姓福本）

■高21期同期会
入学式からはや半世紀です。語りつくせない日々を胸に、初参加の
方も、何度目かの方も奇跡のように楽しい一日を過ごしましょう。（開催
案内をメール又は往復ハガキでお送りしていますのでご確認ください。）
幹事団代表　Ｅ組　福島　裕、担当　Ｄ組、Ｅ組　幹事団一同
日時：2016年9月18日（日）13:00〜 1次会、16:00〜 2次会
場所 :ホテルグランヴィア大阪（ＪＲ大阪駅内）20階「名庭（なにわ）」
　　　（☎06-6344-1235）
会費：1次会　8,000円、2次会　3,000円

■高１６期同期会（銀杏会）
オリンピックの年（２年毎に）開催している高１６期銀杏会を下記の通

り開催します。多くの方のご出席をお待ちいたしております。 
日時：平成２８年６月１８日（土）１２時から
会場：ホテルグランヴィア大阪　２０階「名庭」
会費：１０，０００円
二次会は午後３時１５分から１９階の「なにわ食彩 しずく」で開催します。
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法
人
主
催

の
「
新
春
特
別
講
演
会
」
開

催
の
た
び
に
同
窓
生
の
皆
様

に
寄
付
を
仰
ぎ
、
か
つ
運
営
に
係
る
お
力
添
え
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
一
回
講
演
会
で
は
高
12
の
森
本
敏
先
生
、
第
2
回

は
1
期
川
島
康
生
先
生
、
そ
し
て
今
年
は
8
期
の
新
宮

晋
先
生
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
道
の
第
一
人
者
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

「
母
校
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
な
ら
ば
・・・
」

と
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
盛
会
と
な

り
主
催
者
冥
利
に
尽
き
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
12
期
の
皆
様
に
よ
っ
て
輪
が
広
が
り
、
歴
代
の

豊
陵
会
会
長
様
を
は
じ
め
各
分
野
に
て
ご
活
躍
の
55
名

様
よ
り
多
額
の
寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
併
せ
て
講
演

会
運
営
面
で
は
、
司
会
、
受
付
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

パ
ソ
コ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
、
写
真
撮
影
等
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
念
願
の
豊
陵
会

へ
の
寄
付
も
3
年
間
で
累
計
1
0
0
万
円
に
達
し
ま
し

た
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
報
告
し
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
後
も
豊
中
高
校
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
微

力
な
が
ら
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

（
写
真
＝
第
１
回
講
演
会
の
森
本
敏
氏
）

高
12　

阿
賀
敏
雄

　
　
　
　
＝
N
P
O
法
人
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
支
部
長

高
11　

中
野
寛
成
＝
同　

顧
問

高
12　

竹
川
忠
徳
＝
同　

理
事
長

「
寄
付
を
仰
ぎ
て
３
年
間
」
。
多
方
面
に
感
謝
で
す
。

豊陵会会員名簿2015
<<<   好評販売中  >>>

豊中中学・豊中高校卒のつながりを
いつまでも大切に!!
卒業生並びに職員の消息に加え母校
の沿革等読みごたえのある名簿です

2015年11月発刊　…　残り少なくなりました！
■Ｂ5版サイズ　本文787頁＋広告114頁
　中１回〜高60期の会員　 5,000円(送料共）
　高61期〜高68期の会員 　4,000円(送料共）
☆購入ご希望の方は会報に同封の振込用紙で
　お申し込みください
 � （卒業生データの掲載は高67期生までです）

（名簿折り込み付録）

『豊中高等学校のいま　
� “在校生から卒業生へのメッセージ”』
表紙写真35枚全てについての説明と
在校生からのメッセージを収録しています

中
国
・
大
連
市
に
あ
る
東
北
財
経
大
学
の
教
授
を
務
め
同
国
の

労
働
経
済
学
の
権
威
で
あ
る
張
抗
私
先
生
が
昨
年
11
月
13
日
豊
中

高
校
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
張
先
生
と
は
、
筆
者
が
学
会
の

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
大
連
の
東
北
財
経
大
学
を
訪
問
し
共
同
で

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
知
り
合
い
ま
し

た
。
日
本
側
の
報
告
者
が
筆
者
、
中
国
側
の
報
告
者
が
張
先
生
で

し
た
。
以
降
、筆
者
は
数
回
大
連
で
の
国
際
会
議
に
招
待
を
受
け
、

返
礼
で
一
度
大
阪
に
招
待
す
る
な
ど
し
て
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

大
阪
で
は
大
阪
倶
楽
部
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
講

演
実
現
に
豊
高
関
係
者
が
陰
で
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
際
し
ま
し
て
は
高
校
側
か
ら
は
下
川
校
長
先
生

お
よ
び
石
田
教
頭
先
生
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
し
ば
し
歓

談
の
ひ
と
時
を
も
ち
ま
し
た
。
下
川
校
長
先
生
か
ら
豊
中
高
校
の

歩
み
と
現
在
の
取
り
組
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
学
校
側

の
格
別
の
ご
配
慮
で
漢
文
、
英
語
、
数
学
な
ど
の
授
業
参
観
と
現

役
生
徒
諸
君
と
の
対
話
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
漢

文
の
授
業
で
は
李
白
の
詩
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
と
い
う
の
を
実
際

に
張
先
生
が
中
国
語
で
発
音
し
て
生
徒
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
ま
し

た
。
そ
の
時
に
は
期
せ
ず
し
て
生
徒
か
ら
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

張
先
生
の
豊
高
生
の
第
一
印
象
は
「
と
て
も
優
秀
そ
う
で
行
儀
が

よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
連
は
日
中
近
現
代
史
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
日
清

戦
争
で
遼
東
半
島
を
領
有
し
ま
す
が
、
露
独
仏
の
有
名
な
三
国
干

渉
あ
り
同
半
島
を
中
国
側
に
返
還
し
ま
す
。
こ
れ
が
日
露
戦
争
の

伏
線
に
な
り
ま
す
。
1
9
0
5
年
の
日
露
戦
争
終
了
後
、
大
連
は

1
9
4
5
年
の
敗
戦
ま
で
日
本
の「
満
州
」（
現
在
の
中
国
東
北
部
）

支
配
の
重
要
拠
点
に
な
り
ま
す
。
張
先
生
を
母
校
に
案
内
し
た
の

は
、
現
在
、
学
校
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
越
智
克
司
（
高
15
期
：
豊
陵

会
副
会
長
）
氏
と
筆
者
の
二
人
。
張

先
生
の
訪
問
を
通
じ
て
後
輩
諸
君
が

日
中
の
関
係
史
や
現
在
の
中
国
に
関

心
を
も
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

（
高
16
　
西
澤
信
善
）

中
国
の
著
名
経
済
学
者
・
張
抗
私
先
生
が
豊
中
高
校
を
訪
問
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豊稜山歩

編 集 後 記　
「単なる人生の通過点ではなく、思い出もプライドもある母校であ
る」ことを、改めて深く感じた編集となりました。みなさまから届く
支援・取材申込の受け容れ・ご寄稿に厚い気持ちを感じ、また、がん
ばる豊中高校、在校生と先生の姿も絶え間なく聞こえてくるようで、
編集作業がとても充実しましたこと、感謝申し上げます。紙面から香
る豊中高校に、さらに思い出を深く刻み、自らの志や礎、針路の芽生
えを思い返し、改めて自信や誇りを高めて、在校生・先生・卒業生の
これからの活躍に資するようであれば、たいへんうれしく思います。
みなさまのご健勝・ご活躍・ご発展を祈り、繰り返して、紙面に華を
添える情報や記事・広告・表紙絵の提供、編集作業にご助力・ご協
力いただきますよう、よろしくお願い致します。
■豊陵会報第97号編集メンバー
高15越智克司（担当副会長）、高48古澤頼秋、高37南里吉彦、高29蛯名美佳、
高10田中忠夫、高9大久保孝・南野陽子、高8神保雅明、高3妹尾景行

編集発行	 豊陵会報編集部　大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内
発　　行	 平成28年4月20日
発 行 人 	永田　武全

〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号　
☎（06）6849-4973　（FAX兼用）
ホームページ　http://www.houryou.org
メールアドレス　office@houryou.orgまたはkaihou@houryou.org

印　　刷	 株式会社 廣済堂

◆表紙の言葉　
表紙絵のご指名を受け、はて何を描こうかなと思いを巡らしま

した。玄関のヒマラヤ杉、駅からの登り坂のいろいろなシーンが
懐かしく蘇ります。でも、私にとっては美術教室の静謐で荘厳な
雰囲気が一番です。全面ガラス張りの北窓からの美しい光に満た
された空間、壁面いっぱいに並んだ石膏像にすっかり魅了されま
した。最初に描いた石膏デッサンはブルータス像、その堂々とし
たヴォリュームやグッと遠くを見遣る表情に惚れ込み、鉛筆で黒
光りするまで描き込みました。そして、威厳ある江口先生、サン
グラスをしておられて、その奥の瞳はいつも微笑んでいました。
現在国際的なアーティストとして活躍されている新宮先輩の石膏
デッサン描画風景の映像がお手本だったのも懐かしく想い出され
ます。
� （高18　飯田 誠　画家・大阪信愛女学院短期大学名誉教授）

1「株式投資成功の道」
� （高5　柏原幾松）
� 2015.8.30晃洋書房　1,600円

2「設計力こそが品質を決める」
� （高22寺倉修）
� 2009.1.28日刊工業新聞　2,200円

3「設計力を支えるデザインレビューの実際」
�� （高22寺倉修）
� 2014.8.27日刊工業新聞　2,200円

4「広告コミュニケーション研究ハンドブック」
� （高27　水野由多加）
� 2015.11.20有斐閣ブックス　3,800円

5「一人一票訴訟 上告理由書」
� （高13　升永英俊）
� 2015.7.30日本評論社　5,500円

BOOKS

■「豊稜山歩」今後の予定
　�5月28日（土）～ 29日九重山▽6月4日
（土）仙丈山▽7月16日（土）外鎌山▽8月7
日（日）～9日（火）八甲田山▽9月4日（日）
東條山▽10月15日（土）室生山▽11月3
日（木）八幡山▽12月4日（日）八王子山▽
1月7日（土）社家郷山・樫ヶ峰▽2月5日
（日）賤ヶ岳▽3月5日（日）播州子富士山▽4月2日（日）国城山
　　�日程・行先を変更することがあります。豊陵会のホームページをご
覧ください。

　　近郊の集合は阪急豊中駅前、午前8時、運営費200円。
　　問い合わせ＝大久保06-6854-8150、中村06-6855-5346

* * * * * * * * * * * * * * * * *
昨年7月26日から苗場山へ。西側から登ったので山奥の民宿に泊まっ
た。頂上付近でややガスがかかったが、ニッコウキスゲの群落がきれい
だった。ワタスゲの多い地塘の間から近くの山がうっすらと見えた。9
月1日にはシリベシ山へ。頂上のお鉢は草紅葉で覆われていた。10月の
祇園嶽は竜野の西側の低山だが山頂からの“下界”の田舎の眺めが箱庭の
ごとく素晴らしい山だった。12月と1月の行先は入れ替えた。2月の高
尾山…、近隣のボランティアによると今年は水仙の咲き具合が悪いとの
こと。12月の明神山、低い山だが頂上の望遠鏡が無料で利用でき東大
寺の甍、法隆寺の五重塔がしっかり見られた。
山歩の題を「豊稜山歩」に変えました。

会報発行部数
発行部数	 23,000部
会員発送数	 21,500部
学校配布	 1,500部

会員数（2016年3月１日現在）

卒業生数　　　35,591	 旧職員　537

連絡可能者数　21,319	 現職員　  88

会員の本
豊陵会に寄贈いただいた会員の本を紹介しています。

(敬称略、順不同）



 2016年　豊陵会総会に出席します

　回・期　ID番号　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　
電話・送信先FAX番号　０６－６８４９－４９７３　　メールアドレス　office@houryou.org

2016年総会に出席される方は回・期 ID番号を明記の上、で
きるだけファクスまたはメールで5月13日（金）までにご連
絡ください。電話でも受付けますが、豊陵会事務局の開局は
月・水・金曜日の午前10時から午後3時までとなります。

★座席のご用意がありますので、出席の方は必ずご連絡ください。

豊 豊 高中 中 校中 学 ・2016年

豊陵会総会のご案内
2016年 5月29日（日）　11：00 〜 14：00（受付10：30）

ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
（阪急豊中駅前・☎06-6849-1111）

6,000円
「ホームカミング25」 

卒 業 2 5 年 優 待
（高校43期生）  会費 ３,０００円

新 　 卒 　 招 　 待（高校68期生）  会費 無   料

私たち音楽部は13名の部員で、ヴァ
イオリン、ヴィオラ、チェロを使った弦楽
合奏を中心に練習をしています。校内で
は文化祭や新入生歓迎会コンサートで演
奏しており、今年度は豊高プレゼンで全
体合唱の伴奏も行いました。その他にも、
アンサンブル・サビーナが主催されてい
る合同演奏会に参加したり、例年6月・
12月には堀田会館で演奏会をしたりして
います。堀田会館での演奏会では、弦
楽器だけではなく、ハンドベルや合唱な
ども行い、地域の方々と楽しく交流させ
ていただいています。機会があれば、ぜ
ひ私たちの演奏をお聴きください。

「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い
ご出席いただいた会員にとって会場でのバザーは大きな楽しみで

す。つきましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈品提供に
ご理解をいただき、ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上
出来るだけ5月13日(金)までに事務局必着でお願いいたします。

●東京支部総会は  
　  6月25日（土）　16：00 〜　東海大学校友会館（霞が関ビル35階）

●中部支部総会は
　11月12日（土）　15：00 〜　名商グリル

今年のゲストは豊中高校音楽部のみなさんです

日時

会場

会費
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